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[使用上の注意] 
は)副作用 
0消化器7まれに便秘，腹部膨満感，下 
痢，ロ渴，嘔気，腹痛等があらわれる 
こと力《ある。 

2〉肝膝7ときに1301， （̂丁が軽度に上昇 
することがある。 

3〉精神神経系/まれに頭痛等があらわ 
れることがある。 

レスケア̂業 

胃 炎 ， 胃 潰 瘍 に セ ル ベ ッ ク ス 

め過敏症7まれに発疫，癢痒感等があら 
われること力《あるので，このような症状が 
あらわれた場合には投与を中止すること。 

5〉その他7まれに総コレステロールの上 
昇，眼瞼の発赤'熱感があらわれるこ 
とがある。 
は)高齢者への投与'一 
一般に高齢者では生理機能が低下 
しているので減量するなど注意すること。 

ェ—ザィ株式会ネ土 
東京鏐文京区小石川4-6-10 

資料請求先：医蓁事業部セルベックス係 

きごィ吏用に際しては， 
添付文害をご参照くださレ、 

ほ)妊婦への投与一 
妊娠中の投与に関する安全性は確立 
していないので，妊婦又は妊娠してい 
る可能性のある婦人には，治療上の 
有益性が危険性を上回ると判断され 

胃炎：急性胃炎，慢性胃炎の急性增悪期 

る場合にのみ投与すること 

(小小児への投与一 
な 小児に対する安全性は確立して 

い（使用経験がない)。 
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高 濃 度 事 例 出 る 

環 境 庁 ， 大 気 汚 染 物 質 調 査 

Iは
、
四
月
か
ら
ィ
、

 ̂

新
し
い
方
式
を
導
^
^
 

患
者
も
十
分
に
考
え
、
 

I
の
実
施
だ
け
に
他
の
 

二
力
月
に

I回
の
審
査
委
 

こ
の
規
則
は
、
1：
病
院
の
倫
 

理
審
査
委
：
I：
八
ぶ
で
昭
和
..：
：
九
年
 

に
規
則
を
作
り
、
六

0年
か
ら
 

ス
タ
1.̂し
た
。
 

委

員

は

大

熊

由

紀

子

(
朝

日
 

新
聞
論
説
委
員
ー
、
遅
塚
忠
躬
 

(お
茶
の
水
女
^
大
教
授
)、
長
 

尾
立
子
(全
日
本
社
佥
：

3祉
協
 

会

常

任

现

お

)
、

柳

川

邦

男

(
評
 

論

家

)
、

上

野

至

(
弁

護

士

)
の
 

五
氏
。
 

初
め
の
頃
は
、
年
に

一
回
ぐ
 

ら
い
の
会
合
だ
っ
た
が
、
お
近
 

は
二
力
月
に

一
回
開
い
て
、
要
 

8？
に
こ
た
え
て
い
る
 

が
ん
セ
ン
夕
I 

挙
げ
て
実
施
 

臨
床
試
験
は
研
究
の
要
尜
が
 

強
い
の
で
、
「
臨
床
試
験
な
ら
受
 

け
な
い
」
と
断
わ
る
忠

:̂も
-一
 

〇

ぐ̂
ら
い
は
あ
っ
た
。
 

こ
ん
ど
は

一
般
の
治
療
と
混
 

同
し
な
い
よ
う
、
効
果
の
ほ
か
、
 

1̂作
川
も
、
お
う
吐
や
下
痢
、
肝
 

機
能
障
害
な
ど
も
具
体
的
に
書
 

く
。
患
者
は
こ
の
説
明
書
に
同
 

意
の
署
名
を
し
、
コ
ピ
︱
を
も
 

ら
う
。
同
意
の
署
名
は
、
子
ど
も
 

や
特
殊
の
事
情
が
あ
る
人
は
除
 

て
い
た
の
だ
が
、
次
は
文
部
省
 

か
ら
、
大
学
病
院
は
文
部
^
の
 

管
か
つ
だ
か
ら
文
部
省
と
連
絡
 

す
る
よ
う
に
。
 

と
に
か
く
、
混
乱
の

み̂
だ
。
 

^
薬
品
や
食
糧
が
足
り
な
く
 

な
っ
た
。
往
復
十
一
一
時
間
は
た
 

ま
ら
ぬ
と
、
へ
リ
コ
プ
タ
︱
を
 

入
手
し
て
運
ぶ
こ
と
に
し
た
と
 

こ
ろ
、
今
度
は
自
衛
隊
か
ら
、
空
 

の
管
理
は
自
衛
隊
だ
か
ら
、
や
 

た
ら
に
飛
ば
さ
ぬ
よ
う
に
と
い
 

う
。
で
は
、
お
衛
隊
の
へ
リ
で
運
 

ん
で
下
さ
い
、
と
い
っ
た
が
、
そ
 

の
余
裕
は
な
い
と
い
う
。
 

今
迄
経
験
の
な
か
っ
た
太
惨
 

事
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
右
往
左
 

往
し
て
適
切
な
対
応
が
で
き
な
 

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
現
 

場
で
ま
、
遠
く
に
、
て
ば
^
I 

1̂1境
は̂
こ
の
ほ
ど
、

成̂
 

自
度
末
規
制
大
気
汚
染
物
質
 

モ
二
タ
リ
ン
グ
調
査
結
果
を
ま
 

と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
有
機
 

塩
素
溶
剤
の
ト
リ
ク
ロ 
ロ
ェ
チ
 

レ

ン

お

よ

び

テ

ト

ラ

ク

ロ

ロ

ェ
 

チ
レ
ン
に
関
す
る
工
場
，
事
業
 

所
等
の
周
辺
に
高
濃
度
事
例
が
 

み
ら
れ
、
環
境
庁
は
、
地
方
公
共
 

団
体
に
対
し
、
実
態
の
把
握
お
 

よ
び
排
出
抑
制
対
策
の
推
進
を
 

求
め
た
。
 

環
境
庁
で
は
、
未
規
制
大
気
 

汚
染
物
質
総
合
対
策
の

一
環
と
 

し
て
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら
未
 

規
制
大
気
汚
染
物
質
モ
タ
リ
ン
 

グ
事
業
を
実
施
す
て
い
る
。
 

今
回
の
調
査
は
、
平
成
三
年
 

度
に
引
き
続
き
、
ア
ス
ベ
ス
ト
 

(石
綿
)、
水
銀
お
よ
び
有
機
塩
 

素
系
溶
剤
に
つ
い
て
調
査
が
行
 

わ
れ
た
。
な
お
、
ア
ス
ベ
ス
ト
並
 

び
に
有
機
塩
素
系
溶
剤
の
う
ち
 

平
成
五
年
四
月
に
大
気
環
境
指
 

針
が
定
め
ら
れ
た
ト
リ
ク
ロ 口
 

エ
チ
レ
ン
お
よ
び
テ
ト
ラ
ク
口
 

口

エ

チ

レ

ン

に

つ

い

て

は

、

一
 

般
的
な
環
境
に
加
え
て
、
こ
れ
 

ら
の
物
質
を
製
造
ま
た
は
使
用
 

す
る
工
場
.事
業
所
等
の
周
辺
 

(
敷

地

境

界

を

含

む

)
に

お

い
 

て
調
査
を
行
っ
た
。
 

そ
の
結
果
、
ァ
ス
べ
ス
ト
お
 

よ
び
水
銀
に
つ
い
て
は
、
平
成
 

三
年
度
の
調
査
結
果
と
比
較
す
 

る
と
概
ね
低
い
値
で
あ
っ
た
。
 

ま
た
、
有
機
塩
素
系
溶
剤
に
つ
 

い
て
は
、
在
宅
.商
業
地
域
お
よ
 

び

バ

ッ

ク

グ

ラ

ウ

ン

ド

地

域

に
 

お
い
て
概
ね
低
い
値
で
あ
っ
た
 

が

、

ト

リ

ク

ロ

ロ

エ

チ

レ

ン

お
 

よ
び
テ
ト
ラ
ク
口
 口ェ
チ
レ
ン
 

に
関
す
る
工
場
，
事
業
場
の
周
 

辺
に
お
い
て
高
濃
度
事
例
が
み
 

ら
れ
た
。
 

(
注

)
モ

ニ

タ

リ

ン

グ

集

団
 

の
健
康
面
や
、
集
団
を
取
卷
く
 

環
境
面
の
デ
︱
タ
を
一
定
の
方
 

式
に
従
っ
て
、
組
織
的
に
収
集
 

す
る
、
」
と
を
い
う
4
 

(週
刊
保
健
衛
^ 

二
ュ
︱
ス

号̂
か
ら
) 

こ
と
し
の
交
通
 

、
40
 
ノ
安
全
運
動
の
ボ
ス
 

^
 ̂
タ
︱
に
「
一
：
|四
 

バ
逮
)歳
以
-卜
の
^
の
 

\̂
死
の
八
〇
％
は
シ
 

︱
ト
^
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な
か
 

つ
た
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
(口
 

本
自
動
車
工
業
仝
作
) 

驚
察
庁
交
通
企
業
課
に
よ
る
 

と
、
シ
︱
ト
.ベ
ル
ト
の
着
用
が
 

義
務
づ
け
ら
れ
て
か
ら
九
年
に
 

な
る
が
、
一
般
の
着
用
率
は
運
 

転
席
が
八
〇
，
八
お
、
助
手
席
は
 

七
 一

二

一
 冗
で
あ
る
。
 

シ
︱
ト
.ベ
ル
ト
を
し
て
い
 

な
い
で
事
故
に
会
う
と
、
車
の
 

外
に
放
り
出
さ
れ
た
り
、
ハ
ン
 

ド
ル
や
車
の
計
器
類
に
圧
迫
さ
 

れ
て
、
死
亡
し
た
り
、
大
き
な
け
 

が
を
す
る
こ
と
が
度
々
だ
。
 

こ
れ
は
明
ら
か
に
「

故̂
, 

防
」
の
手
抜
き
に
よ
る
も
の
だ
。
 

シ
︱
ト
.ベ
ル
ト
さ
え
や
つ
て
 

い

れ

ば

、

軽

い

け

が

か

命

を

落
 

さ
ず
に
す
む
-

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
ェ
ァ
 

I
 ，
バ
ッ
ク
装
備
の
あ
る
車
で
 

も
シ
︱
ト
^
ベ
ル
ト
を
宥
用
し
 

て
下
さ
い
 と
も
書
い
て
あ
 

る
。
 

こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
消
化
器
 

集
団
検
診
と
対
比
し
て
み
る
と
 

次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
シ
︱
ト
. 

ベ
ル
ト
着
用
は
事
故
の
「
予
防
」
 

だ
。
集
検
も
同
じ
で
あ
る
。
「
自
 

分
が
が
ん
で
あ
る
。
が
ん
に
か
 

か
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
は
思
 

わ
な
い
。
 

が
ん
の
初
期
は
、
自
覚
症
状
 

が
な
い
。
シ
︱
ト
-べ
ル
ト
を
符
 

用
し
な
い
人
も
、
自
分
が
^
-故
 

を
起
す
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
 

だ
か
ら
、
着
用
は
面
倒
く
さ
い
 

と
着
用
し
な
い
。
そ
れ
が
^
故
 

に
つ
な
が
る
。
 

消
化
器
集
検
も
同
じ
だ
。
「
何
 

も
自
覚
症
状
が
な
い
」
「
私
は
健
 

成
だ
」
「
暇
が
な
い
」
な
ど
の
理
由
 

で
検
診
を
受
け
な
い
人
が
多
い
。
 

自
覚
症
状
が
出
て
か
ら
で
は
 

遅
い
。
だ
か
ら
、
定
期
的
に
検
診
 

を
受
け
て
。
予
防
々
(一
一
次
予
防
) 

に
つ
と
め
る
べ
き
だ
。
 

交
通
事
故
も
が
ん
検
診
も
同
 

じ
だ
。
念
に
は
念
を
入
れ
て
、
氽
 

然
に
防
ぐ
こ
と
だ
。
そ
う
で
な
 

く
て
も
、
軽
く
て
済
む
時
期

1̂
 

期

)
に

手

を

打

つ

べ

き

で

は

な
 

い
だ
ろ
う
か
。
 

視

点

ま
 

世
話
人
代
表
 

国
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
名
誉
院
長
 

国
立
が
ん
セ
ン
タ

I
 

卜
(説
明
と
同
意
)の
 

容
を
十
分
に
説
明
し
、
 

だ
。
国
立
が
ん
セ
ン
夕
 

大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
 

説
明
，
同
意
と
も
文
書
で
 

国
立
が
ん
セ
ン
タ
Iは
、
四
 

パ
か
ら
、
新
薬
開
発
の
臨
床
試
 

験
で
、
イ
ン
フ
ォ
︱
ム
ド
.コ
ン
 

セ
ン
ト
(
説
明
と
同
意
)
を
実
践
 

す
る
た
め
、
新
し
い
方
法
を
導
 

入
し
た
。
 

今
ま
で
は
医
師
が
口
答
で
説
 

明
し
、
文
書
で
同
意
を
得
て
い
 

た
が
、
こ
ん
ど
は
^
師
が
く
わ
 

し
く
文
書
で
説
明
し
、
患
者
か
 

ら
も
文
書
で
同
意
を
得
る
。
 

新
薬
の
臨
床
試
験
は
、
一
相
、
 

一
一
相
、
三
相
と
あ
っ
て
、
三
相
は
 

既
^
の
^
に
比
べ
て
、
効
果
が
 

あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
。
従
 

つ
て
普
通
の
治
療
と
の
違
い
や
 

副
作
用
も
明
記
す
る
。
 

い
ま
ま
で
は
形
式
的
に
：

:̂意
 

し
た

も̂
あ
る
。
こ
ん
ど
は
、
他
 

の
^̂
機

の̂
意
見
も
聞
け
る
 

(
文
書
で
あ
る
か
ら
)
よ
う
に
 

な
っ
て
い
る
。
 

文
書
に
は
、
薬
の
量
や
副
作
 

川
も
叫
：
^
し
て
あ
る
か
ら
、
忠
 

れ
ゃ
家
族
は
こ
れ
を
読
ん
で
、
 

十
分
考
え
回
答
が
で
き
る
。
こ
 

れ
ま
で
は
い
わ
ば
密
室
の
ゃ
リ
 

と
り
で
、
証
拠
が
残
ら
な
か
つ
 

た
の
を
、
説
明
と
同
意
を
は
つ
 

き
リ
残
そ
う
と
い
う
わ
け
だ
。
 

阪
神
大

災̂
の
一
；
週

後̂
、
 

学
会
の
委
^
仝
で
^
都
に
行
つ
 

た
^̂
 

京
都
駅
前
の
タ
ヮ
︱
ビ
ル
の
 

ガ
ラ
ス
が
落
ち
て
、
駅
前
は
力
 

キ
氷
の
山
の
よ
う
だ
、
と
聞
い
 

て
い
た
の
だ
が
、
片
付
け
ら
れ
 

た
の
か
、
全
く
き
れ
い
だ
っ
た
。
 

以
ド
は
、
そ
の
時
会
っ
た
京
 

都
人
や
の
あ
る
教
授
の
話
だ
。
 

凄
い
揺
れ
に
驚
き
、
テ
レ
ビ
 

で
神
〃
の
実
状
を
兒
て
、

療̂
 

救
援
隊
を
出
す
べ
き
だ
ろ
う
と
 

忍
っ
て
い
た
時
、
神
；
尸
市
長
か
 

ら
^
話
。
是
非
医
療
班
を
派
遺
 

し
て
ほ
し
い
と
い
う
。
す
ぐ
さ
 

ま
隊
を
編
成
し
、
^
療
品
と
食
 

槿
を
積
み
込
み
、
出
発
し
ょ
う
 

と
し
た
と
き
、
ま
た
電

。̂
 

「
お
い
で
に
な
ら
な
く
て
結
構
 

こ
す
一
 

「
そ
れ
は
ま
た
、
何
故
で
す
」
 

「
こ
う
い
う
要
請
は
、
県
か
ら
 

改
め
て
依
頼
す
る
こ
と
に
な
り
 

ま
し
た
の
で
…
…
」
 

出
発
を
中
止
し
て
隊
を
解
散
 

し
た
。
皆
が
家
に
帰
っ
た
頃
に
、
 

ま
た
電
話
。
 

「
や
つ
ば
り
、
お
い
で
い
た
だ
 

き
た
い
の
で
す
が
」
 

再
編
成
し
て
出
発
。
普
段
な
 

ら
一
〜
一
一
時
間
で
着
く
神
戸
だ
 

市
ハ
平
一
一
 

が
、
現
場
に
行
か
ぬ
と
想
像
で
 

き
な
い
ほ
ど
被
害
が
ひ
ど
い
。
 

六

時

間

も

か

か

つ

て

し

ま

つ
 

た
。
到
着
す
る
と
、
県
庁
の
人
 

が
、
食
糧
.胃
薬
品
は
県
で
配
る
 

か
ら
渡
す
よ
う
に
、
と
い
う
。
 

「
"̂
の
要
請
で
米
た
の
だ
か
 

ら

 
」
 

と
扣
む
と
、
県
は
市
と
統
括
 

す
る
立
場
だ
か
ら
な
ど
と
押
問
 

答
の
末
、
遂
に
市
に
渡
す
こ
と
 

に
成
功
。
 

今
度
は
、
厚
生
省
か
ら
、

:̂療
 

救
援
は
^
中
-お
が
主
管
だ
か
 

ら
、
連
絡
を

5
木
っ
て
ほ
し
い
と
 

い
う
。
^
を
お
い
て
連
格
を
し
 

厚
^
省
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
 

六
年
度
末
の
「
骨
髄
バ
ン
ク
事
 

業
」
の
概
況
に
つ
い
て
ま
と
め
 

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
平
成
七
年
 

も
で
き
ぬ
こ
と
が
頻
発
す
る
だ
 

ろ
う
か
ら
、
や
む
を
得
ぬ
点
が
 

多
い
の
は
う
な
づ
け
る
が
、
奇
 

し
く
も
官
僚
組
織
の
弱
点
が
浮
 

き
彫
り
に
さ
れ
て
し
ま
つ
た
よ
 

う
だ
。
 

贫
乏
な
日
本
が
、
か
っ
て
東
 

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
 

た
の
だ
か
ら
、
地
震
の
場
合
で
 

も
、
予
知
さ
え
で
き
れ
ば
、
緻
密
 

な
計

I
Iを
作
り
、
も
っ
と
手
際
 

よ
く
出
来
た
に
違
い
な
い
し
、
 

口

本

人

に

は

そ

の

能

力

が

あ
 

る
。
で
も
、
地
震
は
残
念
な
が
ら
 

予
知
で
き
な
い
。
 

一
方
、
が
ん
の
場
合
は
ど
う
 

だ
。
年
齢
と
共
に
一
定
の
割
八
；
！
 

で
危
険
度
が
増
加
す
る
の
は
判
 

つ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
定
期
的
 

に
診
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
。
 

ォ
︱
ム
ド
，
コ
ン
セ
ン
 

た
。
医
師
は
文
書
で
内
 

乂
圭
曰
で
同
音
心
す
る
も
の
 

区
療
機
関
へ
の
影
響
も
 

か
れ
る
。
 

こ
の
規
則
は
、
国
立
が
ん
セ
 

ン
タ
︱
中
央
病
院
と
同
東
病
院
 

が
同
時
に
施
行
さ
れ
る
。
 

国
立
が
ん
セ
ン
タ
I中
央
病
 

院
長
垣
添
忠
生
氏
の
話
 

医
者
が
規
則
の
説
明
を
す
る
 

に
は
一
時
間
も
一
一
時
間
も
か
 

か
る
。
そ
れ
ら
は
勤
務
時
間
 

外
の
こ
と
だ
。
患
者
さ
ん
も
 

大
変
だ
ろ
う
が
、
医
者
も
大
 

変
だ
。
ソ
リ
ブ
ジ
ン
の
例
も
 

あ
り
、
こ
れ
は

一
つ
の
解
答
 

だ
と
思
う
。
 

三
月
末
現
在
の
ド
ナ
I (骨
髄
 

提

供

希

望

者

)
登

録

者

数

は

六
 

一
「
五
一
一
七
人
、
骨
髄
移
植
実
施
 

例
は

一
一
五
四
件
に
な
つ
て
い
 

る
。
 

公
的
な
全
国
レ
ベ
ル
の
骨
髄
 

バ
ン
ク
事
業
は
、
平
成
三
年
に
 

劂
骨
髄
移
植
推
進
財
団
(
理
事
 

、̂

 ̂
久
史
麿
.国
立
国
際
^
療
 

セ
ン
タ
︱
総
長
)が
設
立
さ
れ
 

て
ス
タ
ー
ト
。
同
財
団
は
「
五
年
 

間
で

一
〇
万
人
の
ド
ナ
ー
確
 

保
」
を
目
標
に
事
業
を
展
開
し
 

て
ハ
る
。
 

平
成
四
年
一
月
に
ド
ナ
︱
の
 

募
集
が
開
始
さ
れ
た
が
、
同
年
 

七
月
に

一
万
人
を
突
破
し
、
以
 

後
、
平
成
五
年
九
月
に
三
〇
、
〇
 

五
〇
人
、
今
年
一
一
月
に
六
一
、
〇
 

四
四
入
と
、
順
調
に
増
加
を
続
 

け
て
い
る
。
 

な
お
、
ド
ナ
︱
は
、
東
京
、
大
 

阪
な
ど
大
都
市
が
際
立
つ
て
多
 

い
も
の
の
、
北
海
道
か
ら
沖
縛
 

ま

で

全

国

で

登

緑

さ

れ

て

お
 

り
、
骨
髄
移
植
に
対
す
る
認
知
 

度
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
る
。
 

(週
刊
保
健
衛
生
 

二
ュ
︱
ス
七
九
三
号
か
ら
) 

検
診
を
支
え
る
組
織
の
内
情
 

は
い
ろ
い
ろ
だ
ろ
う
が
、
が
ん
 

を
治
る
う
ち
に
発
見
す
る
点
だ
 

け
は
、
目
標
と
し
て
明
確
だ
。
 

が
ん
死
を
減
ら
す
こ
と
が
で
 

き

る

の

は

検

診

し

か

な

い

の
 

だ
、
と
い
う
こ
と
を
強
く
再
認
 

識
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

こ
れ
が
、
今
回
の
地
震
の
最
 

大
の
教
訓
で
あ
ろ
う
。
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厚 生 省 ， 握 爾 栄 養 調 査 

第
二
十
七
回
技
師
部
会
(
十
月
十
五
日
.全
電
通
労
働
会
館
)
教
育
 

講
演
「
検
査
と
イ
ン
フ
ォ

I
厶
ド
-コ
ン
セ
ン
ト
」
で
講
師
の
慶
応
大
 

樽
井
正
義
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
検
査
も
診
断
も
医
療
の
一
部
 

で
あ
る
以
上
、
患
者
が
必
要
と
さ
れ
る
情
報
を
で
き
る
限
り
提
供
し
、
 

疑
問
と
不
安
を
取
除
く
必
要
が
あ
る
」
。
こ
れ
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

患
者
に
は
情
報
を
 

イ

ン

フ

ォ

1
ム

ド

.
コ

ン

セ
 

ン
ト
は
医
療
の
場
の
、
そ
れ
も
 

治
療
に
関
す
る
問
題
と
と
ら
え
 

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
検
査
が
 

行
わ
れ
る
の
だ
か
ら
、
検
査
は
 

関
係
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
 

う
理
解
も

一
部
に
あ
る
。
こ
れ
 

れ
は
全
く
誤
り
だ
と
思
う
。
 

さ
ら
に
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
，
 

コ

ン

セ

ン

ト

は

医

師

の

問

題
 

で
、
看
護
婦
さ
ん
や
放
射
線
技
 

師
の
方
々
に
と
つ
て
は
直
接
の
 

問
題
で
は
な
い
ん
で
は
な
い
か
 

と
お
考
え
に
な
る
か
も
知
れ
な
 

い
が
、
こ
れ
も
私
は
違
う
と
思
 

う
。
 

治
療
を
受
け
る
こ
と
へ
の
患
 

者
の
同
意
、
つ
ま
り
、
白
分
は
こ
 

の
治
療
を
受
け
ま
す
と
い
う
患
 

者
の
意
思
の
表
明
が
医
療
行
為
 

に
先
立
つ
て
必
要
で
あ
り
、
患
 

者
が
求
め
る
限
り
、
理
解
で
き
 

る
よ
う
に
医
師
が
説
明
を
す
 

る
。
治
療
は
ど
う
い
う
も
の
で
 

あ
る
か
と
う
い
う
こ
と
に
つ
い
 

て
説
明
を
す
る
。
そ
れ
が
同
意
 

の
前
提
条
件
と
し
て
必
要
で
あ
 

る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
治
療
を
開
 

始
す
る
前
に
、
そ
の
：

癡̂
を
，
：
II
 

分
は
受
け
た
い
の
だ
と
い
う
こ
 

と
を
患
者
が
は
つ
き
り
表
明
し
 

て
い
る
と
い
、
つ
こ
と
。
そ
し
て
、
 

患
者
が
治
療
を
受
け
る
、
受
け
 

な
い
と
い
う
こ
と
を
判
断
す
る
 

た
め
に
は
、
情
報
が
必
要
な
わ
 

け
だ
か
ら
、
そ
の
情
報
が
^
-
帥
 

か
ら
適
切
な
形
で
与
え
ら
れ
て
 

い
る
。
こ
れ
が
イ
ン
フ
ォ
︱
ム
 

ド

.コ

ン

セ

ン

ト

と

い

う

こ

と
 

で
す
。
 

医
者
の
裁
量
権
を
越
え
る
 

ど
こ
で
最
初
に
主
張
さ
れ
始
 

め
た
か
と
い
う
と
、
医
療
の
場
 

で
は
な
い
。
法
廷
で
す
。
つ
ま
り
 

裁
判
官
、
検
事
、
弁
護
人
と
い
う
 

人
た
ち
で
構
成
さ
れ
る
場
で
す
。
 

イ
ン
フ
ォ
︱
ム
ド
.コ
ン
セ
 

、
ノ
ト
が
主
張
さ
れ
た
の
は
法
廷
 

の
場
で
あ
り
、
そ
こ
で
問
題
に
 

さ
れ
た
の
は
日
常
的
な
診
療
で
 

は
な
く
、
医
学
の
た
め
に
行
わ
 

れ
る
実
験
が
問
題
だ
っ
た
。
 

一
九
七

一
年
に
日
本
で
は
初
 

め
て
同
意
を
得
な
い
で
、
治
僚
 

を
し
た
こ
と
が
、
裁
か
れ
た
。
扎
 

が
ん
の
手
術
だ
っ
た
と
思
う
。
 

患

に̂
予
め
言
う
こ
と
な
く
、
 

乳
房
を
切
除
し
て
し
ま
つ
た
こ
 

と
に
対
す
る
有
罪
判
決
で
す
。
 

口
本
で
は
そ
う
い
う
姿
勢
が
 

一
九
八

一
年
に
法
廷
で
示
さ
れ
 

て
い
る
。
し
か
し
、
口
本
の
場
 

八
"
、

法
廷
で
の
解
釈
は
、
説
明
す
 

る
か
ど
う
か
は
、
医
師
の
裁
量
 

権
に
含
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
 

る
。
だ
か
ら
、
原
則
と
し
て
説
明
 

し

い

な

く

ち

ゃ

い

け

な

い

と

い
 

う
こ
と
は
い
う
が
、
^
際
に
何
 

を
ど
の
程
度
説
明
す
る
か
は
、
 

今
の
と
こ
ろ
、
医
師
の
裁
量
権
 

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
 

例
え
ば
、
こ
の
判
决
は
が
ん
 

の
告
知
を
巡
っ
て
だ
っ
た
が
、
 

一
般
的
に
イ
ン
フ
ォ
︱
ム
ド
. 

コ

ン

セ

ン

ト

は

し

な

く

ち

や

い
 

け
な
い
ん
だ
が
、
が
ん
の
告
知
 

を
す
る
か
、
し
な
い
か
は
、
1̂
者
 

の
判
断
に
任
さ
れ
て
い
る
と
い
 

う
見
解
が
示
さ
れ
た
。
だ
か
ら
、
 

原
則
は
認
め
ら
れ
た
が
、
説
明
 

し
て
な
か
つ
た
と
い
う
の
を
理
 

由
に
有
罪
に
な
っ
た
と
い
う
形
 

で
は
な
い
。
 

こ

の

考

え

方

は

な

ん

な

の
 

か
。

療̂
と
い
う
の
は
、
お
，
：
パ
の
 

言
葉
を
使
え
ば
、
常
に
「
侵
襲
」
 

を
伴
う
。
私
ど
も
の

一
般
的
な
 

言
葉
で
〈
呂
え
ば
、
「
患
者
を
傷
つ
 

け
る
」
行
為
だ
。
こ
れ
は
手
術
を
 

考
え
れ
ば
分
る
。
医
者
が
切
る
 

か
ら
問
題
に
さ
れ
な
い
。
素
人
 

が
切
つ
た
ら
傷
害
罪
だ
。
皆
さ
 

ん
が
な
さ
つ
て
い
る
放
射
線
を
 

浴
び
せ
る
作
業
は
「
侵
襲
」
で
 

す
。
傷
害
で
す
。
し
か
し
、
皆
さ
 

ん
が
な
さ
つ
て
い
る
限
り
に
お
 

い
て
は
犯
罪
と
は
見
な
さ
れ
な
 

い
。
法
律
の
言
葉
を
使
え
ば
、
遠
 

法
性
が
阻
却
さ
れ
る
。
 

書
面
で
同
意
を
 

一
九
六
四
年
に
有
名
な
「
へ
 

ル
シ
ン
キ
宣
言
」
が
出
さ
れ
た
。
 

ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
は
そ
の
後
、
 

一
九
七
五
年
に
東
京
で
開
か
れ
 

た
世
界
医
師
総
会
で
、
大
幅
な
 

改
定
を
受
け
た
。
そ
の
中
に
、
被
 

験
者
に
十
分
な
情
報
が
与
え
ら
 

れ
た
ヒ
で
「
医
師
は
被
験
者
の
 

自
由
意
思
に
よ
る
イ
ン
フ
ォ
︱
 

ム
ド
.コ
ン
セ
ン
ト
を
出
来
れ
 

ば
書
面
で
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
 

一
九
八

一
年
に
リ
ス
ボ
ン
で
 

開
か
れ
た
総
会
で
は
こ
れ
が
医
 

療
一
般
に
拡
大
さ
れ
る
。
「
リ
ス
 

ボ
ン
宣
言
」
は
患
者
の
権
利
を
 

広
く
宣
言
し
た
も
の
で
す
。
そ
 

の
中
に
イ
ン
フ
ォ
︱
ム
ド
^
コ
 

ン
セ
ン
ト
の
重
要
性
が
指
摘
さ
 

れ
て
い
る
。
文
字
通
り
読
む
と
、
 

「
患
者
は
十
分
な
説
明
を
受
け
 

た
ヒ
で
、
治
療
を
受
け
る
、
あ
る
 

い
は
拒
む
権
利
を
も
つ
」
と
い
 

う
こ
と
で
す
。
 

こ
う
し
て
、
リ
ス
ボ
ン
宣
言
 

に
よ
つ
て
、
イ
ン
フ
ォ
Iム
ド
. 

コ

ン

セ

ン

ト

は

単

に

実

験

的

な
 

場
面
だ
け
で
な
く
て
、
日
常
の
 

診
療
に
お
い
て
、
基
本
的
に
踏
 

ま
え
な
く
ち
や
な
ら
な
い
職
業
 

倫
現
だ
と
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
 

た
。
 一

九
九
〇
年
に
日
本
医
師
会
 

の
会
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
生
 

命
倫
理
懇
談
会
が
「
説
明
と
同
 

意
に
つ
い
て
の
報
告
」
と
い
う
 

答
申
を
出
し
た
。
も
う

一
つ
は
 

日
本
病
院
会
が
「
イ
ン
フ
ォ
︱
 

ム

ド

.
コ

ン

セ

ン

ト

に

つ

い

て
 

I病
院
の
基
本
姿
勢
」
と
い
う
 

文
書
を
作
成
し
、
発
表
し
た
。
 

信
頼
関
係
が
前
提
に
 

放

射

線

技

師

の

方

々

と

医
 

師
、
看
護
婦
さ
ん
と
の
協
力
に
 

よ
っ
て
、
検
診
の
作
業
も
行
わ
 

れ
て
い
る
。
そ
の
メ
ン
バ
︱
が
 

ば
ら
ば
ら
な
こ
と
を
考
え
て
い
 

た
ら
出
来
な
い
。
さ
ら
に
、
検
診
 

や

治

療

が

行

わ

れ

る

た

め

に
 

は
、
も
う
ひ
と
つ
、
検
査
さ
れ
る
 

人
、
あ
る
い
は
治
療
を
受
け
る
 

人
な
り
の
協
力
が
な
く
ち
や
な
 

ら
な
い
。

 

I
 

信
頼
関
係
が
な
け
れ
ば
&
|
1
 

は
で
き
な
い
が
、
信
頼
関
係
は
 

い
き
な
り
で
き
る
も
の
で
は
な
 

く
、
ぉ
療
従
事
者
と
患
者
と
の
 

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
の
積
み
上
げ
 

の
中
で
出
来
て
く
る
。
佶
頼
関
 

係
を
つ
く
る
た
め
に
イ
ン
フ
ォ
 

I
ム

ド

.
コ

ン

セ

ン

ト

、

つ

ま
 

り
、
医
療
従
事
者
は
自
分
が
し
 

よ
う
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
 

い
て
常
に
説
明
を
行
な
っ
て
い
 

く
。
そ
れ
を
受
け
る
側
の
患
者
、
 

あ

る

い

は

検

査

を

受

け

る

入
 

は
、
自
分
が
ど
う
い
う
こ
と
を
 

さ
れ
る
の
か
、
十
分
理
解
し
て
、
 

協
力
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
 

な
け
れ
ば
、
信
頼
関
係
は
出
来
 

な
い
。
 

患
者
と
の
共
同
作
業
 

私

が

強

調

し

た

い

の

は

、

法
 

理
の
側
面
と
し
て
イ
ン
フ
ォ
︱
 

ム

ド

.
コ

ン

セ

ン

ト

は

理

解

さ
 

れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
し
 

か
し
、
そ
れ
だ
け
じ
や
な
い
と
 

い
う
こ
と
も
ご
確
認
い
た
だ
き
 

た
い
。
医
者
の
専
門
職
の
そ
れ
 

も
^
師
の
倫
理
で
あ
る
と
い
う
 

他
面
も
あ
る
か
、
そ
れ
だ
け
じ
 

や
な
い
。
広
く
、
医
療
従

お̂
と
 

患
者
、
こ
れ
が
基
本
的
に
ふ
ま
 

え
る
べ
き
倫
理
な
ん
だ
。
倫
理
 

と
い
う
の
は
要
す
る
に
、
入
間
 

関
係
の
基
本
的
な
ル
︱
ル
で
 

す
。
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
お
 

考
え
い
た
だ
き
た
い
。
 

医
療
が
今
ど
う
い
う
状
態
に
 

あ
る
の
か
。
こ
の
こ
と
が
イ
ン
 

フ
ォ
ー
ム
ド
.コ
ン
セ
ン
ト
を
 

要
求
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
 

^
学
、
医
療
技
術
が
日
進
月
歩
 

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
し
た
 

が
っ
て
、
、
治
療
の
多
く
が
実
験
 

的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
そ
 

う
で
あ
る
以
上
、
そ
の
こ
と
に
 

つ
い
て
十
分
に
患
者
に
伝
え
て
 

お
か
な
く
ち
や
い
け
な
い
。
同
 

意
を
得
た
ヒ
で
治
^
し
な
く
ち
 

や

い

け

な

い

と

い

う

こ

と

で

あ
 

る
。
 

医
療
が
患
者
と
医
療
従
事
者
 

と
の
共
同
作
業
だ
と
い
う
の
で
 

あ
れ
ば
、
共
同
作
業
を
行
う
た
 

め
に
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
 

行
い
、
共
同
の
意
思
を
作
り
ヒ
 

げ
て
い
く
。
こ
の
作
業
こ
そ
が
、
 

イ
ン
フ
ォ
︱
ム
ド
.コ
ン
セ
ン
 

卜
.情
報
を
，
ナ
え
ら
れ
た
上
で
 

の
同
意
と
い
う
こ
と
の
本
来
の
 

味̂
だ
と
35う
。
 

「
|入
^
帯
」
か
九
-
一
一
〇
万
| 

千
世
帯
(同
一

一
一
^
九
お
)、
「
四
 

人
世
帯
」
が
八
四
六
：
力
五
千
世
 

帯
(！
：
一
一
〇
ニ
冗
)と
な
っ
て
 

い
る
。
 

高
齢
者
世
帯
の
世
^
構
造
別
 

世
帯
数
を
み
る
と
、
「
夫
婦
の
み
 

の
世
帯
」
は
一
一
七
八
万
四
千
世
 

X
巾
(̂
齢
^̂
帯
の
五
〇
，
 

85世
带
は
ー
一
四
九
万
 

世
帯
(同
！
：
五
.〇
ぉ
〕
と
な
つ
 

て
い
る
。
 

高
齢
有
業
な
し

お̂
 

高
齢
者
世
帯
の
有
業
者
の
有
 

無
別
に
み
る
と
、
「
有
業
者
あ
 

り
」
が
ー
一
〇
一
一
万
四
千
世
带
(お
 

齢
お
-1111̂̂1̂「
有
 

^̂
な
し
」
が
三
五
〇
万
世
帯
 

(同
六
，
一
一
上
一
お
)と
な
っ
て
い
 

る
。
 

一
 

な
お
、
「
六
五
歳
以
ヒ
の
者
の
 

み
の
世
帯
」
は
四

一
ニ
ニ
万

一
千
 

世
帯
664

 了九
冗
)で
六
五
 

歳
以
上
の
も
の
の
い
る
世
：
の
 

約
三
分
の

一
を
占
め
て
い
る
。
 

「
ひ
と
り
暮
ら
し
」
は
一
一
一
一
 

万
人
(同
一
一
丁
。
お
)で
、
男
 

が
四
一
一
万
七
千
人
、
女
が
一
六
 

八
万
三
千
人
と
な
っ
て
い
る
。
 

年
金
，
恩
給
受
給

お̂
 

公
的
年
金
，

恩
給
の
お
給
状
 

況
を
み
る
と
、
「
受
給
し
て
い
る
 

世
帯
」
は
|
 、

 ̂四
三
万
六
千
世
 

帯
で
、
全
世
帯
の
三
六
.七
冗
で
 

あ
る
。
 

こ
れ
を
「
六
五
歳
以
上
の
者
 

の

い

る

世

帯

」

に

つ

い

て

み

る
 

と
、
一
、
一
ニ
ニ
五
万
ヒ
で
世

が̂
 

受
給
し
て
お
り
、
そ
の
割
八
口
は
 

九
六
.一
冗
と
な
っ
て
い
る
。
夫
 

婦

単

位

で

受

給

状

況

を

み

る
 

と
、
と
も
に
六
〇
歳
以
上
で
は
 

「
夫
婦
と
も
受
給
し
て
い
る
」
 

が
七
㊀
.八
X
、
と
も
に
六
五
歳
 

以
上
で
は
八
九
，
〇
ぉ
と
な
つ
 

て
ハ
る
。
 

高
齢
者
世
帯
平
均

万̂
 

生
活
意
識
別
世
帯
数
の
構
成
 

割
八
3を
み
る
と
、
「
並
1通
」
が
五
 

〇
，
一
一
冗
で
前
年
よ
り
〇
，
九
ボ
 

イ
ン
ト
^
加
し
、
「
苦
し
い
」
(や
 

や

苦

し

い

十

人

変

苦

し

い

)
を
 

合
わ
せ
る
と
！
：
四
..，
；
；
：
冗
で
、
前
 

年
に
比
べ

一
，
五
ポ
イ
ン
ト
減
 

1̂1こ
れ
を
世

類̂
型
別
に
み
 

9̂
、

 3
5
；

̶

世

^
で

は

「

^
し
 

厚
生
省
は
三
月
九
日
、
平
成
 

六
年
国
民
生
活
調
査
の
概
況
を
 

ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
総
 

世
帯
数
は
四
、
二
 
0六
万
九
千
 

世
帯
(対
前
年
比

0，
六

X
増
)、
 

平
均
世
帯
人
員
は
二
.九
五
人
、
 

¦人

暮

ら

し

世

帯

が

八

年

振

り
 

に
減
少
、
高
齢
者
世
帯
は
対
前
 

年
比
六
，
八

X
増
の
五
五
三
万
 

五
千
世
帯
で
、
全
世
帯
の
¦三
. 

二

X
、
六
五
齢
以
上
の
者
の
い
 

る

世

帯

は

¦、

 二
八
五
万
二
千
 

世
帯
で
、
初
め
て
全
世
帯
の
三
 

〇
％
を
突
破
し
、
高
齢
化
の
進
 

展
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。
 

I世
帯
平
均

I

 1
.九
五
人
 

平
成
六
年
六
月
一
一
日
現
在
に
 

お
け
る
わ
が
！
：
の
世
带
総
数
は
 

四
、
I

 一
0六
万
九
千
世
帯
で
、
前
 

年
に
比
べ
一
一
四
万
三
千
世
帯
、
 

？
六
X
の
増
加
で
あ
り
、
平
均
 

世

人̂
员
は
ー
一
，
九
五
人
と
な
 

つ
て
い
る
。
 

^̂
入
員
別
の
世
帯
数
を
み
 

る
と
、
「
一
一
入
世
帯
」
が
儿
八
〇
 

万
九
千
世
帯
(全
世
帯
の

一
三
了
 

三

X
〗

で

最

も

多

い

。

次

い

で
 

レ
」
か
八

1
6
を
超
え
て
レ
る
 

ま
た
、
卨
齢
者
世
帯
の
：
世
 

带
当
た
り
平
均
所
得
金
額
は
三
 

一
一
〇
：
力
円
で
、
前
年
に
比
べ
て
 

一
一
九
、
000円
増
加
ー
〇
，
 

九
％
)。
所
得
金
額
の
分
布
を
み
 

る
と
、
「
一
〇
〇
〜
一
五
〇
万
円
 

未
満
」
が
最
も
多
く
 ニ
ニ
了
 

一
¦き
、
次
い
で
「
一
五
〇
〜
一
一
 

0
0万
円
未
満
」
と
な
っ
て
い
 

る
。
 

I子
生
省
.3310？
一

 八
闩
-平
 

成

年̂
3：
民
栄
養
調
水
ほ
結
Xの
 

概
要
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
 

る
と
、
栄
養
素
摂
取
状
況
は
総
 

じ
て
良
好
だ
が
、
①
カ
ル
シ
ゥ
 

ム
摂
取
^
は
依
然
と
し
て
不
足
 

(
一
一
〇
年
間
横
ば
い
状
態
で
あ
 

リ
ま
だ
所
用
量
は
上
问
つ
た
こ
 

と
は
な
い
)
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
 

取

3に
^
め
る
脂
肪
エ
ネ
ル
ギ
 

︱
比
率
は
：
一
孔
.七
で̂
、
依
然
 

増

加

頌

向

(
適

4
比

率

の

卜

限
 

は
一
一
五
X
》
③
：
円
当
た
り
の
 

食
塩
摂
取
は
は
微
減
の
二
 丁
 

(目
標
量
は

一
日

 一
0
？
 

等
例
年
と
ほ
ぽ
^
様
の
結
果
が
 

刚
ら
か
に
な
つ
た
。
 

3̂
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十
五
歳
未
満
 

國
10110万
 

大
正
九
年
以
来
最
低
 

日
本
は
世
界
 

東
大
，
大
井
玄
教
授
語
る
︱
 

第
三
十
四
回
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
(
四
月
二
十
一
日
、
東
京
)
の
特
別
講
演
で
、
東
 

京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
国
際
保
健
学
の
大
井
玄
氏
は
「
病
と
病
気
…
死
ぬ
ま
で
健
康
で
 

あ
る
た
め
に
」
で
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
生
命
の
質
は
果
た
し
て
客
観
的
に
存
在
す
る
の
か
、
 

あ
る
い
は
主
観
的
に
感
ず
る
だ
け
な
の
か
」
と
。
こ
れ
は
そ
の
抄
録
で
あ
る
。
 

日
本
8；
 
I護
国
か
 

我
！
：
は
世
界
で
も
つ
と
も
平
 

均
寿
命
が
長
く
、
も
つ
と
も
乳
 

幼
児
死
亡
率
が
低
い
。
故
に
、
^ 

界
で
も
つ
と
も
健

な̂

と̂
：
：
儿
 

做
さ
れ
て
い
る
。
 

し
か
し
、
平
均
寿
命
の
延
長
は
、
 

病
お
を
持
っ
た
^
齢
^
の
増
加
 

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
有
^
率
 

は
、

和̂
中
期
か
ら
後

.̂三
十
 

年
間
に
三
倍
增
を
示
し
で
い
 

る
。
ま
た
こ
こ
で
問
題
に
な
る
 

の
は
、
「
健
康
」
の
意
味
だ
ろ
う
。
 

は
、
た
だ
単
に
病
気
が
 

な
い
ば
か
り
で
は
な
く

:̂̂
軒
 

品
た
る
精
神
状
況
を
、
健
^
と
 

定
義
し
た
。
し
か
し
こ
の
定
義
 

は
、
曼
性
疾
患
を
持
ち
な
が
ら
 

杜
仝
生
活
を
営
む
多
く
の
者
に
 

は
当
て
は
ま
ら
な
い
よ
う
で
あ
 

る
。
ま
た
、
祸
：

が̂
あ
る
こ
と
即
 

不
健
康
と
す
る
こ
の
定
義
を
採
 

用
す
れ
ば
、
日
本
は
世
界
で
有
 

数
の
不
健
康
国
と
言
わ
ざ
る
を
 

得
な
い
。
 

^
際
に
は
高
齢
者
た
ち
は
、
 

何

か

の

病

気

を

持

つ

て

い

て
 

も
、
.21分
は
健
康
だ
と
思
っ
て
 

い
る
場
合
が
^
倒
的
に
多
い
。
 

そ
れ
ど
こ
ろ
か
ア
メ
リ
カ
の
報
 

告
に
よ
れ
ば
、
五
十
人
の
が
ん
 

患
者
の
う
ち
四
十
九
人
ま
で
が
 

「
健
康
で
あ
る
」
と
、
上
張
し
て
 

い
た
。
つ
ま
り
人
は
、
自
分
の
社
 

八
-ム
的
必
要
性
を
，
：
：
覚
し
て
い
る
 

か
ぎ
リ
は
、
医
.生
物
学
的
意
味
 

に
お
い
て
が
ん
が
あ
り
治
惊
を
 

受
け
て
い
て
も
、
お
分
を
铋
^ 

と
：
：

做̂
す
、
；
と
は
で
き
る
の
で
 

あ
る
。
 

宝
震
ク
オ
リ
テ
ィ
-ォ
 

ブ
ニ
フ
ィ
フ
)の
ミ
ス
テ
リ
︱
 

生
命
の
質
(。
ひ
し
)と
い
う
 

一
门
葉
が
今
や
臨
^̂
学
に
お
い
 

て
、
0：
常
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
 

つ
て
い
る
。
で
は
質
と
は
何
か
。
 

ァ
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
、
形
^ 

量
^
質
と
い
つ
た
カ
テ
ゴ
リ

I
 

が
た
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
 

^
に
は
実
体
が
あ
る
よ
う
に

 ̂

え
て
、
^
は
き
わ
め
て
不
明
確
 

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
 

今
、
こ
こ
に
赤
い
花
瓶
が
あ
 

る
と
し
て
、
そ
の
赤
と
い
う
^
 

は
、
白
昼
光
の
下
、
夕
暮
れ
の
薄
 

喑
が
り
、
電
灯
の
下
で
兄
る
場
 

合
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
ま
た
兑
る
 

度̂
に
よ
つ
て
も
異
な
ろ
う
。
 

つ

ま

り

赤

い

花

瓶

と

言

っ

た
 

時
、
そ
の
花
瓶
の
赤
と
い
う
^ 

は
そ
こ
に
た
だ
一
，
つ
存
在
す
る
 

も
の
で
は
な
い
。
そ
の
花
瓶
を
 

観
察
す
る
条
件
あ
る
い
は
広
義
 

の
「
関
係
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
 

る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
 

し
か
し
、
生
命
の
質
を
語
る
場
 

合
は
、
常
に
こ
の
^
在
論
と
関
 

係
論
と
の
視
点
の
相
違
が
問
題
 

に
な
る
。
生
命
の
質
は
た
し
て
 

^
観
的
に
存
在
す
る
の
か
、
あ
 

る
い
は
..土
観
的
に
感
ず
る
だ
け
 

で
あ
る
の
か
。
 

醫
で
「
健
康
」
で
あ
8.2
 

私
た
ち
は
、
も
は
や
手
遅
れ
 

の
が
ん
や
不
治
の
エ
イ
ズ
の
告
知
 

を
受
け
た
人
が
、
そ
の
生
存
状
 

況
に
適
応
し
て
い
く
の
を
見
て
 

い
る
。
そ
の
様
な
人
た
ち
の
^
命
 

の
質
は
健
康
人
と
同
じ
^
さ
に
 

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
 

の
適
応
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
多
様
だ
 

が
、
中
で
も
、
人
間
が
「
幸
せ
や
 

^
び
を
感
ず
る
闞
値
」
の
変
化
 

と
「
価
値
感
」
の
変
化
と
は
、
小
 

幸
な
状
態
に
適
応
す
る
に
あ
た
 

つ
て
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
 

れ
る
。
自
ら
を
「
健
康
」
と
称
す
 

る
が
ん
患
者
に
も
こ
の
よ
う
な
 

適
あ
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
の
で
は
 

な
力
ろ
う
力
 

総
務
庁
が
五
月
四
0
:
8
発̂
表
し
た
と
こ
 

ろ
に
よ
る
と
、
十
五
^
^
^
の
子
供
の
総
人
 

口
に
占
め
る
割
合
は
、
一
六
。
一

X、
二
千
二
 

十
万
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
は
 

調

査

を

始

め

た

I九
 

来
、
最
低
で
あ
る
。
 

男
が
五
一
I万
人
多
い
 

十

五

歳

未

満

の

子

供

の

数
 

は
、
昨
年
よ
り
十
九
万
人
少
な
 

い
二
千
一
一
十
：
乃
人
。
人
口
比
は
 

〇
。
！
：
冗
低
い
ニ
ハ
.一
き
.
 

卜
^
 31の
中
で
最
低
で
あ
る
。
 

I；
女
別
に
み
る
と
、
3
；
が
千
 

三
十
六
万
人
、
女
は
九
百
八
十
 

四
万
人
。
男
が
五
十
一
「
力
人
も
 

多
い
。
 

^
齢
別
に
み
る
と
十
四
歳
で
 

は
百
五
十
五
万
人
で
最
も
多
 

く
、
四
歳
児
(百
！
一
十
万
人
)ま
 

で
は

一
貫
し
て
減
少
し
て
い
 

霉
81の
ニ
ニ
-醫
 

総
入
；
：
：
に
.̂め
る
子
供
の
割
 

合
は
、
戦
前
は
三
六

X
台
で
推
 

移
し
て
い
た
が
、
戦
後
は
出
生
 

^
の
減
少
で
低
下
し
、
ヒ
〇
年
 

代
前
半
の
第
一
一
次
べ
ビ
Iブ
I
 

|
〇

年

(
大

正

九

年

)
以
 

ム
に
わ
ず
か
に
上
昇
し
た
が
、
 

ヒ
化
年
以
降
は
冉
び
低
下
し
、
 

八
八
年
に
一
ー
0冗
を
割
っ
た
。
 

都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
出
 

生
率
が
全
II一

 位
の
沖
槻
県
が
 

一
一
一
丁
三
冗
で
、
最
低
は
東
京
都
 

の
一
三
.七
冗
で
あ
る
。
 

伊
.独
並
み
 

諸
外
国
と
比
べ
る
と
、
調
査
 

時
に
違
い
は
あ
る
が
-ィ
タ
リ
 

ァ
二
六
.三
冗
、
九
一
年
)、
 

ド
イ
ツ
二
六
.三
冗
、
九
二
年
) 

と
並
ん
で
最
低
水
準
。
イ
ン
ド
 

や
ブ
ラ
ジ
ル
の
半
分
以
ド
で
あ
 

る
。
 

ン
 

ス
 

國
ノ
 

4 0
 

7
デ
 

3
健
 

ヒ

保
 

^
界
 

さ

世
 

め

お
 

一
凡
九
五
年
(
平
成
七
年
)
世
 

界
保
健
デ
︱
(四
月
七
；
：
：
)の
テ
 

︱
マ
は
、
「
め
ざ
そ
う
/.ポ
リ
オ
 

根
絶
」
だ
っ
た
。
 

屮

嶋

^
事

務

総

長

は
 

「
ポ
リ
オ
根
絶
の
成
功
の
鍵
 

は
、
簡
単
で
効
果
的
な
戦
略
の
 

確
灾
な
実
施
に
あ
る
。
た
と
え
 

ば
、
一
円
か
一
一
日
の
間
に
、
五
齢
 

以
ド
の
す
ベ
て
の
子
供
に
、
ヮ
 

ク
チ
ン
接
種
を
行
う
、
国
家
予
 

防
接
種
デ
︱
の
実
施
な
ど
で
あ
 

る
」
と

-̂ベ
て
い
る
。
 

「
年
寄
り
の
冷
水
」
。
「

い̂
 

て
は
子
に
従
い
」
。
ど
ち
ら
も
幼
 

い
頃
の
「
い
ろ
は
か
る
た
」
に
つ
 

な
が
る

惊̂
で
あ
る
。
 

お
！
：
の
常
任
世
お
入
会
で
甲
 

成
八
^
秋
期
の
地
方
仝
述
^
を
 

お
引
受
け
し
た
昨
に
先
づ
脇
裡
 

を
横
切
っ
た
の
が
こ
の
お
諺
で
 

あ
る
。
 

リ
本
人
を
「
や
つ
て
し
ま
つ
 

て
か
ら
考
え
る
に
族
で
あ
る
」
 

と
規
定
し
た
の
は
笠
^
太
郞
で
 

あ
る
が
、
さ
し
ず
め
、
お
受
け
て
 

し
ま
つ
て
か
ら
考
え
て
い
る
の
 

力
こ
ク
&
力
も
お
れ
な
レ
と
も
 

思
つ
た
。
 

こ
の
年
で
何
を
今
史
と
い
う
 

^
お
に
も
似
た
思
い
と
、
い
や
 

十
年
余
に
わ
た
る
5：
：

検̂
そ
れ
 

も
現
場
で
の
^
験
を
總
括
す
ベ
 

き
だ
と
い
う
義
務
感
の
よ
う
な
 

も
の
が
心
中
交
錯
し
て
い
る
昨
 

胃
集
検
の
現
場
か
ら
^ 

神
奈
川
県
労
働
衛
生
福
祉
協
会
 

消
化
器
診
折
部
長
 

錢
田
博
士
口
 

今
で
あ
る
。
 

私
が
通
勤
で
乗
り
降
り
す
る
 

駅
の
近
く
に
、
大
き
く
も
な
い
 

力
..；
7さ
く
も
な
レ
床
ぁ
が
あ
 

る
。
働
い
て
い
る
職
人
達
の
会
 

話
か
ら
察
す
る
所
、
彼
等
が
社
 

及
と
よ
ぶ
^
お
^
は
他
所
に
も
 

^
数
の
店
を
持
っ
て
い
て
、
彼
 

等
は
そ
れ
等
の
店
を
口
︱
テ
I 

ト
し
て
い
る
ら
し
い
 

こ
の
^
の
特
色
の
第
一
は
料
 

金
の
安
さ
で
あ
る
。
^
京
の
相
 

場
は
知
ら
な
い
が
、
で
葉
と
較
 

ベ
れ
ば
約
半
分
で
あ
る
。
 

特
色
の
^
一
一
は
仕
事
が
早
い
 

こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
第

一
の
 

特
色
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
カ
バ
I 

す
る
と
；

;̂時
に
は
時
間
が
少
な
 

い
と
い
う
第
三
の
特
色
に
つ
な
 

が
る
。
少
し
^
ん
で
い
て
も
お
 

お
が
逃
げ
な
い
か
ら
仕
事
に
空
 

门
が
牛
れ
る
こ
と
は
な
い
。
 

仕
事
に
手
抜
き
が
あ
る
か
ど
 

う

か

は

私

に

は

分

ら

な

い

。
 

た
だ
、
漱
石
の
「
や
枕
」
に
出
て
 

来
る
床
：

の̂
よ
う
に
顔
を
剃
る
 

の
に
一
本

一
本
毛
穴
を
ほ
じ
く
 

る
よ
う
に
し
な
い
と
気
が
す
ま
 

な
い
な
ど
と
い
う
精
神
は
こ
こ
 

の
職
人
は
誰

一
人
と
し
て
持
合
 

わ
せ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
 

こ
の
店
に
三
目
程
前
か
ら
七
 

十
前
後
と
兄
え
る
老
^
が
働
く
 

よ
う
に
な
っ
た
。
幾
分
腰
が
曲
 

が
っ
て
い
て
仕

-̂を
す
る
姿
は
 

「
イ
ス
」
に
へ
ば
り
つ
く
よ
う
 

な

感

じ

に

な

る

が

、

几

は

し
 

つ
か
リ
し
て
い
る
。
 

そ
の
老
女
の
姿
か
ら
私
の
頭
 

に
列
に
よ
つ
て
勝
下
な
忠
象
が
 

浮
び
ヒ
が
っ
た
。
 

ん
︱
；
中
お
、
私
は
.だ

の̂
海
 

ポ
^̂
卞
校
で
兒

：̂
尉
せ
と
し
 

て
訓
練
を
受
け
て
い
た
。
構
内
 

に
散
髮
所
が
あ
っ
て
れ
い
娘
さ
 

ス
カ
ー

1人
1い
て
し
た
 

当
時
の
私
ど
も
の
頭
は
今
の
 

屮
1園
球
児
と
Î
じ
丸

り̂
で
 

あ
っ
た
。
「
イ
ス
」
に
坐
っ
た
兒
 

習
い
尉
官
の
^
:に
前
掛
け
を
し
 

ば
り
つ
け
る
や
否
や
、
彼
女
等
 

は
私
ど
も
の
頭
髮
を
バ
リ
カ
ン
 

で
ア
ツ
と

3ひ
う
間
も
な
い
早
さ
 

で
^
り
落
と
す
と
、
後
頭
部
に
 

石
驗
を
ぬ
り
、
こ
れ
ま
た
ア
ツ
 

と

い

う

間

に

剃

っ

て
 
一
1
-
ヒ
 

り
。
前
は
自
分
で
剃
れ
と
い
う
 

寸
法
で
あ
る
。
^
ヘ
メ
バ
リ
カ
ン
 

な
ん
ぞ
は
無
か
つ
た
。
思
い
出
 

の
な
か
で
彼
女
等
の
技
術
は
神
 

技

に

近

い

印

象

で

残

っ

て

い
 

る
。
 

パ
^
は
艰
と
鼻
の
先
で
あ
 

る
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
あ
の
時
 

の
一
一
人
の
う
ち
の
一
人
が
今
眼
 

の
前
で
働
く
老
女
か
も
知
れ
な
 

い
と
想
像
し
、
確
か
め
て
1；
：
几
た
 

い
好
奇
心
に
か
ら
れ
た
の
で
あ
 

る
。
 

先
週
そ
の
機
会
が
来
た
。
私
 

の
番
が
来
た
時
、
お
次
の
方
と
 

い
う
老
女
の
声
が
か
か
っ
た
。
 

散

髮

が

終

わ

つ

て

顔

剃

に
 

か

か

る

タ

イ

ミ

ン

グ

を

狙

つ
 

て
、
問
い
か
け
て
兄
た
。
 

御
婦
人
に
华
を
き
く
の
は
人
 

層
失
礼
だ
が
と
^
出
す
と
、
彼
 

女
の
顔
に
ほ
の
か
に
赤
味
が
さ
 

し
た
。
後
で
友
人
の
2に
こ
れ
 

は
ま
ず
か
つ
た
と
話
す
と
、
；
！
：
 

は
女
は
灰
に
な
る
ま
で
と
い
う
 

で
は
な
い
^
と
嘆
き
」
父
じ
リ
に
 

感
想
を
の
べ
た
。
 

.さ
て
、
拙
劣
な
導
入
で
始
ま
 

つ
た
会
お
の
結
果
、
老
^
の
ハ
牛
 

は
ヒ
十
.；
V
と
分
か
っ
た
が
、
生
 

ま
れ
は
北
海
^
で
あ
り
、
横
浜
 

へ
来
た
の
は
十
年
稈
前
と
い
う
 

こ
と
で
、
始
め
に
私
が
勝
手
に
 

組
立
て
た
安
手
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
 

マ
の
よ
う
な
筋
書
き
に
は
な
ら
 

な
か
っ
た
。
そ
の
老
女
が
^
つ
 

た
言
葉
の
い
く
つ
か
。
 

な
今
更
か
く
し
た
つ
て
し
よ
 

う
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
力
 

〃
生
れ
は
北
海
道
千
歳
で
す
。
 

ブ
ラ
ジ
ル
に
い
た
、
」
と
も
あ
リ
 

グ
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
 

し
た
み
 

〃
れ
い
人
の
考
え
方
に
贊
成
 

出
米
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

で
も
逆
ら
つ
て
み
て
も
、
ど
う
 

な
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん

な
 

そ
う
だ
。
い
ろ
ん
な
こ
と
が
 

あ
っ
た
。
 

人
^
の
水
は
悠
々
と
お
に

I 

れ
て
止
ま
な
い
。
古
詩
に
い
う
 

「
浮
沈
は
で
占
の

-̂。
誰
と
与
 

に
東
流
に
問
わ
ん
」
 

整
髮
を
終
え
て
店
の
外
に
出
 

て
か
ら
ハ
タ
と
思
い
.？
'た
つ
 

た

。

. 

ぉ
ケ
は

髮̂
ヒ
い
う
作

を̂
 

忘
れ
て
お
り
、
私
も
^
附
か
な
 

か
っ
た
の
で
あ
る
。
 

|鎮
年
二
四
三
、
五
八
五
人
 

前
年
比
七
、
八
七
八
人
増
 

厚
生
^
統
計
情
報
部
の
平
成
 

六
年
人
口
動
態
統
計
(
概
数
)
に
 

よ
る
と
悪
性
新
生
物
に
よ
る
死
 

亡
数
は
一
一
四
三
、
五
八
五
入
で
 

前
年
よ
り
七
、
八
七
八
人
ふ
え
 

て
い
る
。
部
位
別
に
み
る
と
胃
 

が
ん
が
一
位
で
、
気
管
.気
管
支
 

及
び
肺
が
一
一
位
で
あ
る
。
 

部
位
別
に
み
る
と
、

一
仪
は
 

口
が
ん
で
叫
し
、
じ
七
八
入
、
前
 

年

よ

リ

四

人

じ

入

ふ

え

て

い
 

る
。
次
い
で
^̂
、
気
管
支
及
び
 

肺
四
ニ
ー
、
四
六
七
入
(前
年
よ
り
 

1，
九
四
0人
增
)、
三
位
は
肝
 

臓

で

二

八

、

六

七

四

入

(
儿

〇
 

凡

)
、

次

い

で

陴

臓

：
四

、

九

八
 

ヒ
人
(一
一
ヒ

:̂)、
ま
腸
、

腸̂
 

5
状
結
腸
移
行
部
乃
び
肛
門

一
 

〇

、

〇

一

儿

人

(
五

九

)
、

食

道
 

八
二
！
：
一
人
二
〇
一
)、
礼
房
 

七
、
一
九
一
人
(三
七
七
)、
五
、
 

九

〇

六

人

(
八

し

)
、

そ

の

他

ヒ
 

一
「
八
五
四
人
(三
、
五
四
四
) 

と
な
っ
て
い
る
。
 

に
お
い
「
か
ぎ
わ
け
」
 

火
災
探
知
 

煙
が
出
る
前
の
「
に
お
い
」
の
 

段
階
で
火
災
を
探
知
す
る
鋭
敏
 

な
検
知
器
を
2丁
丁
が
開
^
し
 

た
と
、
五
月
三
十

一
円
発
表
し
 

た
。
 

人

？̂
:̂
:̂
で
ア
ル
コ
Iル
 

一
滴
が
揮
発
し
た
だ
け
で
検
知
 

で
き
、
煙
や
炎
で
検
知
す
る
従
 

来
の
シ
ス
テ
ム
よ
り
も
早
い
対
 

応
が
可
能
に
な
る
と
い
う
。
 

物
が
燃
え
る
寸
前
の
に
お
い
 

の
分
析
デ
︱
タ
を
コ
ン
ピ
ュ

I
 

タ

I
に

あ

ら

か

じ

め

記

惊

さ
 

せ
-に
お
い
が
発
生
す
る
と
、
こ
 

れ
ら
の
デ

Iタ
と
比
較
し
て
何
 

の
に
お
い
か
を
判
定
す
る
。
 

【
朝
日
か
ら
) 

！̂
4
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だ け ど 

が ん 保 険 だ け で は 

が ん は 防 げ ま せ ん 。 

例 え ば 

鑷 黄 色 野 菜 ^ 

^ つ ぱ い と 3 。 

― 一 
パは 

^ は は 

は 

^ 一 
0 ^ 1 

は、 

(がん》"予防に有効な12カ条 

があります。ご参考までに。 

0食卓は彩り豊かに0毎日変化に 

富んだメニューを0食事の童は腹8 

分目、脂肪はとりすぎない0お酒は 

ほどほどに0煙草はひかえて0ビ 

タミンと食物繳維はたっぷりと0塩 

分は少なぐ熱いものはさまして0焦 

げた部分は食べない0カビのはえた 

ものには要注意⑩日光にはあたりす 

ぎない0適度なスポーツでストレス 

解消(&体はいつもキレイに清潔に。 
(国立かんセンターほ嚿） 

^じて、早期発見"た^め定期 

検轸"&ぜひおすすめします。 

4^上に、大きな保簡"がん保 

険に入つ"！おけば安心です。 

( ス ー パ — が ん 保 陵 、 

くかん保険〉とく介!舊保険〉のハイオニア 
尸メ1仂ンファミリ—生命細会社 
〒163東京都新宿区西新宿卜1-1新宿三井ビル12階 

〕1代'お客様相談センタ—（ぬ戊む-̂り 

が ん 告 知 ， や つ ぉ 匸 

— 方 で ： ： ： 

「 知 ら せ て よ か つ た 」 5 & 7 0 

低 分 化 型 癌 の 感 度 は 低 し へ 

卩 6 に よ る 

胃 癌 の ス ク リ ー ニ ン グ 

へ

の

入

院

し

て

の

療

養

は

六
 

四
-九
冗
で
、
虚
血
性
心
疾
患
の
 

四
八
^
八
X
、
脳
血
管
疾
患
1：
 

扎
.！
：
冗
に
比
べ
て
高
い
。
 

死
亡
者
が
希
^
し
て
い
た
療
 

養
形
態
で
多
い
の
は
「
外
来
通
 

院
ま
た
は
在
宅
療
養
」
で
あ
り
、
 

介
護
者
が
希
望
し
て
い
た
療
養
 

形
態
で
多
い
「
一
ぉ
療
機
関
へ
人
 

院
し
て
の
療
養
」
と
は
異
な
り
、
 

複
雑
な
問
題
が
あ
る
。
 

介
護
^
確
保
の
問
題
、
居
住
 

空
間
の
問
題
、
费
用
の
問
題
な
 

ど

が

か

ら

み

合

つ

て

い

る

の

が
 

、
つ
力
力
-ん
る
 

医
者
.看
護
婦
と
の
会
話
を
 

死
亡
者
の
療
養
生
活
を
通
じ
 

て
、
介
護
者
が
充
実
す
る
必
要
 

が
あ
る
と
考
え
た
も
の
(
複
数
 

^
答
)を
み
る
と
、
三
疾
患
と
も
 

に
「
患

.̂家
族
と

帥̂
.̂ほ
 

婦
な
ど
と
の
話
し
合
い
」
が
多
 

く
、
が
ん
の
場
八

1は
五
割
を
超
 

え
て
い
る
。
 

次
い
で
三
矢
患
と
も
に
「
患
 

者
の
在
宅
療
養
を
支
援
す
る
往
 

診
、
訪
問
看
護
等
、
医
療
面
で
の
 

ケ
ア
体
制
」
が
多
く
な
つ
て
い
る
。
 

特
に
、
脳
血
管
瘐
患
で
は
他
 

の

一
ー
疾
忠
に
比
べ
「
患
者
の
在
 

宅
療
赉
を
支
援
す
る
へ
ル
バ
ー
 

等
、
福
祉
面
の
在
宅
ケ
ア
体
制
 

を
望
も
声
力
高
レ
 

「
死
に
方
」
に
高
い
関
心
 

木
期
^
療
に
つ
い
て
「
尊
厳
 

死
」
「
安
楽
死
」
「
リ
ビ
ン
グ

ゥ̂
 

ィ
ル
(
事
前
の
意
志
表
示
)
な
ど
 

に
対
す
る
介
護
者
の
関
心
を
み
 

る
と
、
「
非
常
に
関
心
が
あ
る
」
 

「
ま
あ
関
心
が
あ
る
」
を
合
わ
 

せ
る
と
七
一
ー
丄
ハ
お
で
あ
る
。
ま
 

た
「
あ
ま
り
関
心
が
な
い
」
「
ほ
 

と

ん

ど

(
全

く

)
関

心

が

な

い

」
 

を
合
わ
せ
る
と
一
四
，
一
冗
で
 

あ
る
。
 

疾
患
別
で
は
、
「
非
常
に
関
心
 

が
あ
る
」
「
ま
あ

心̂
が
あ
る
」
 

を
合
わ
せ
る
と
、
三
疾
患
と
も
 

に
七
〇
冗
を
超
え
、
疾
患
に
よ
 

る
差
は
あ
ま
り
な
い
。
し
か
し
、
 

が
ん
で
は
「
非
常
に
関
心
が
あ
 

る
」
が
三
七
.三
Xと
他
の
疾
患
 

に
比
べ
て
若
干
高
い
。
 

延
命
治
療
に
は
否
定
的
 

肉
親
が
痛
み
を
伴
い
、
し
か
 

も
诒
る
見
込
み
か
な
く
死
期
か
 

迫
っ
て
い
る
と
告
げ
ら
れ
た
場
 

合
、
延
命
を
リ
的
と
す
る
治
療
 

に
つ
い
て
、
介
護
者
の
考
え
を
 

み
る
と
、
「
な
る
べ
く
や
め
た
ほ
 

う
が
よ
い
」
「
や
め
る
ベ
き
で
あ
 

る
」
を
合
わ
せ
る
と
六
割
と
多
 

く
、
次
い
で
「
最
後
ま
で

け̂
ら
 

れ
る
べ
き
で
あ
る
」
が
約
一
一
割
 

で
あ
る
。
 

介
護
者
の
性
，
年
齢
別
に
み
 

る
と
、
男
は
「
最
後
ま
で
続
け
ら
 

れ
る
べ
き
で
あ
る
」
が
女
よ
リ
 

高
く
、
特
に
三
九
歳
以
下
、
六
〇
 

〜
六
九
歳
、
七
〇
歳
以
上
は
三
 

割
を
超
え
る
。
逆
に
女
は
、
「
や
 

め
る
ベ
き
で
あ
る
」
が
高
く
、
ど
 

の
年
齢
で
も
一
一
割
を
超
え
て
い
 

る
。
 

第

三

十

四

回

日

本

消

化

器

集

検

学

会

(
四

月

二

十

I日
，

東

京

)
ヮ
 

̶
ク
シ
ョ
ッ
プ
リ
で
、
東
北
大
-学
第
三
内
科
の
関
根
仁
氏
は
、
「
胃
癌
診
 

断
に
お
け
る
血
ま

I？
ぺ
プ
シ
ノ
̶
ゲ
ン
の
有
用
性
に
つ
い
て
」
次
の
よ
う
 

に
語
つ
た
。
「
低
分
化
型
癌
で
の
感
度
の
低
さ
や
進
行
癌
の
見
落
し
に
 

問
題
が
あ
る
。
」
こ
れ
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

近
年
、
血
清
べ
プ
シ
ノ
̶
ゲ
 

ン
(以
ド
？
；
：
；
)を
用
い
た
！
；
：
癌
 

ス
ク
リ
̶
二
ン
グ
が
注
目
さ
れ
 

て
い
る
が
、
そ
の
有
用
性
に
つ
 

い
て

一
定
の
見
解
は
得
ら
れ
て
 

い
な
い
。
今
回
、
わ
れ
わ
れ
は
集
 

検
：̂
:̂:̂を
対
象
に
ド
0の
 

冇
用
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
 

対
象
，
方
法
 

宮
城
県
対
が
ん
協
会
に
お
い
 

て
平
成
六
^
丑
パ
か
ら
卜

一
月
 

の
間
に
胃
集
検
に
よ
り
発
見
さ
 

れ
た
胃
癌

一
五
三
例
を
対
象
と
 

し
た
。
血
清
？
0値
の
測
定
は
 

ダ
イ
ナ
ボ
ッ
ト
杜
製
尺

I八
キ
 

ッ
ト
を
用
い
て
、
判
定
は
三
木
 

ら
に
従
い
戸
0
一

 七
〇
以
下
か
 

つ
1
\
3比
三
，
〇
以
下
を
陽
 

生
、
そ
れ
以
外
は
陰
生
と
し
て
 

検
討
し
た
。
参
考
と
し
て
^
科
 

を
受
診
し
胃
に
：
！
在
性
病
度
を
 

有
し
な
い
四
〇
歳
以
上
の
九
孔
 

例
の
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
 

結

果
 

集
検
発
见
宵
癌
一
五
三
例
の
 

：
平
均
年
齢
は
六
叫
.一
歳
、
20
 

の
感
度
は
七
七
^
七
お
で
あ
つ
 

た
。
進
行
度
別
で
は
早
期
癌
二
 

一
三

例

)
の

感

度

は

七

五

，
 

一
一
冗
、
進
行
癌
(四
〇
例
)は
八
 

五
お
で
あ
っ
た
。
感
度
は
進
行
 

癌
で
や
や
高
い
値
を
示
し
た
が
 

六
例
の
陰
性
例
が
み
ら
れ
た
。
 

ま
た
：
：
︱
期
癌
を
肉
眼
型
別
に
 

み
る
と
隆
起
型
で
は
九
四
. 

四

(̂̂
ズ

)̂、
陥
凹
型
六
六
-

一
一
X
 (お
\匸
と
陥
凹
型
で
低
 

い
感
度
で
あ
っ
た
。
 

組

織

型

別

で

は

分

化

刑

上

癌
 

〈
一
〇

九

例

)
で

は

八

三

，
 

五
X
、
低
分
化
型
癌
は
六
三
，
 

六

X
と
低
分
化
型
癌
で
は
感
度
 

が
低
く
、
特
に
低
分
化
早
期
癌
 

で
は
五
八
.
一
お
(
^
ズ
お
)
と
 

低
率
で
あ
っ
た
。
 

令
例
、
問
接
X
線
で
要
^
検
 

と
さ
れ
た
症
例
で
あ
る
が
、
全
 

体
で
；
一
五
^
〇
ぉ
の
異
所
チ
ヱ
 

ッ
ク
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
進
 

行
^
に
限
る
と
異
所
チ
ヱ
ッ
ク
 

は
七
.七
Xと
低
率
で
、
見
落
し
 

の
許
さ
れ
な
い
進
行
癌
に
関
し
 

て
は
X
線
の
方
が
有
用
と
考
え
 

ら
れ
た
。
 

当
科
を
受
診
し
た
胃
に
局
在
 

性
病
度
を
有
し
な
い
九
五
例
の
 

平
均
年
齢
は
五
九
，
九
歳
と
川
：
：
 

癌
疝
例
と
ほ
ぼ
同
年
齢
で
あ
る
 

が
ド
0陽
性
率
は
五
一
一
，
六
X
 

と
高
率
で
あ
つ
た
。
 

洁

五

口
 

？
0に
よ
る
胃
癌
ス
ク
リ
I 

二

ン

グ

へ

の

応

用

に

際

し

て

は
 

低
分
化
型
癌
で
の
感
度
の
低
さ
 

や
進
行
船
の
兄

し̂
問
！
？
、
ま
た
 

対
象
に
よ
っ
て
は
多
数
の
陽
性
 

者
が
で
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
 

#
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

題
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

イ
ン
フ
ォ
︱
ム
ド
，
コ
ン
セ
ン
ト
(説
明
と

一
 

し
い
が
、
が
ん
患
者
に
つ
い
て
は
、
病
名
を
「

1
 

た
」
は
二
〇
ニ
ー
％
で
あ
る
こ
と
が
、
五
月

I【
 

つ
た
。
「
知
ら
せ
て
よ
か
っ
た
」
と
積
極
的
に
評
げ
 

五
五
，
五
％
で
あ
る
一
方
、
「
医
師
や
看
護
婦
と
 

声
も
五
割
以
上
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。
 

五
人
に
一
人
に
告
知
 

平
成
.：
ハ
年
一
一
月
か
ら
四
月
ま
 

で
、
が
ん
、
^̂
忭
心

忠̂
、
^ 

血
管
疾
忠
で
死
亡
し
た
叫
卜

 ̂

以
上
の
^
、
 一

 八
入
の
忠

 ̂

お
よ
び
家
族
を
対
象
に
し
た

一
 

扎
几
叫
^̂入
：
：
：
！
態
杜
八
.ム

 ̂

済
^̂̂
で
分
.：
'た
。
効̂
1：
 

答
数
は
が
ん
の
場
合

一
、
八
ヒ
 

七
人
に
対
し
て

一
、
五
九
〇
入
 

(八
^
冗
)だ
っ
た
。
 

忠
れ
本
入
に
が
ん
を
,：
；
；
知
し
 

た
の
は
一
：
〇
丄
一
冗
だ
っ
た
。
1
：
 

'̂〜
六
十
四
歳
ま
で
の
勦
き
盛
 

リ
を
と
る
と
一
一
八
，
九

で̂
三
 

入
に

一
入
が
^
^
さ
れ
て
い
 

た
。
こ
れ
は
九
一
一
年
に
^̂
が
 

患
者
の
家
族
を
対
象
に
^
施
し
 

た
調
査
の
一
八
^
を
人
輻
に
上
 

1：
り
、
告
知
が
着
支
に
進
ん
で
 

い
る
こ
と
が
分
る
。
 

家
族
の
思
い
は
複
雑
 

し
か
し
な
が
ら
、
「
が
ん
に
対
 

す
る
告
知
」
は
、
家
族
に
と
つ
て
 

は
、
か
な
り
の
苦
渋
で
あ
る
こ
 

と
も
分
る
。
「
知
ら
せ
な
く
て
よ
 

か
っ
た
」
と
答
え
た
入
が
六
七
. 

一

で̂
あ
っ
た
。
逆
に
「
知
ら
せ
 

る
べ
き
で
あ
っ
た
」
は
ニ
ー
.五
X
 

に
と
ど
ま
り
、
「
ど
ち
ら
と
も
言
 

え
な
い
」
は
三
七
.〇

を̂
数
え
 

て
い
る
。
 

が
ん
の
治
療
薬
に
は
激
し
い
 

-1作
用
を
伴
う
も
の
も
あ
る
。
 

そ
こ
で
、
治
療
上
の
必
要
性
な
 

ど
か
ら
病
名
を
告
知
し
た
が
、
 

本
心
で
は
「
知
ら
せ
た
く
な
か
 

つ
た
九
二

一
冗
(前
回
八
お
)、
 

「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
三
 

〇
^
四
お
(同
一
一
九
冗
)と
前
1：
 

と
ほ
ぼ
同
じ
答
え
だ
っ
た
。
 

ま
た
、
が
ん
を
告
知
さ
れ
た
 

忠

が̂
「

師̂
か
ら
治

.̂̂
針
 

早
期
胃
癌
六
三
.五
お
 

圖
.：
：
,新
潟
.若
井
さ
ん
発
表
 

第

四

九

回

地

方

会

(
平

成

七

年

二

月

十

八

日

、

新

潟

)
の

I般
演

題
 

で
、
新
潟
県
成
人
病
予
防
協
会
の
若
井
静
子
さ
ん
は
、
「
集
検
か
ら
発
見
 

さ
れ
た
胃
が
ん
̶
追
跡
調
査
結
果
か
ら
(第
二
報
)で
「
四
〇
歳
以
 

上
発
見
率
〇
，
二
八

X
、
早
期
癌
六
三
，

IX
」
と
発
表
し
た
。
 

四
〇
歲
以
上
発
見
率
IX
 

老
健
法
胃
集
検
に
お
け
る
発
 

見
胃
が
ん
の
治
療
内
容
及
び
予
 

後
の
追
跡
調
杏
を
行
い
、
検
診
 

成
縯
及
び
累
積
生
存
率
か
ら
集
 

検
の
効
果
を
検

し̂
た
。
 

五
年
間
の
老
健
法
受
診
者
数
 

は
、
八
ニ
ー
、
四
〇
七
人
(う
ち
 

四

〇

歳

未

満

一
八

^
六

五

六
 

人
)、
発
見
胃
が
ん
は
，
一
一
二
一
二
 

八
例
(
う
ち
未
満
者
は
 一
I一
例
) 

で
あ
つ
た
。
 

叫

〇

歳

以

ヒ

の

発

見

率

は
 

〇
.一
一
八
冗
で
あ
っ
た
。
 

早
期
が
ん

お̂
 

疫
学
調
査
票
の
回
答
数
は

一
 

例
を
除
き
全
^̂
;に
3答
を
得
 

た
。
治
療
が
行
わ
れ
た
一
一
、
一
六
 

二
例
の
①
治
療
内
容
、
内
視
鏡
 

的
治
療
五
四
例
、
手
術
一
「 一
0
 

八
例
で
、
手
術
の
う
ち
九
八
，
 

切

除

が

行

わ

れ

て

い
 

た
。
②
胃
壁
進
達
度
、
8三
み
. 

一
冗
、
I
 二
五
.四
冗
。
早
期
が
 

ん
は
六
三
.五
冗
、
を
占
め
て
い
 

た
。
③
治
療
度
、
絶
対
治
燎
七
 

九
.五
冗
、
相
対
治
療
九
.八
冗
 

で
、
手
術
例
の
八
九
丄
ニ

X
に
治
 

療
切
除
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
 

を
県
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
外
来
受
 

診
群
と
比
較
し
た
。
 

早
期
が
ん
六
三
，
五
X
に
対
 

し
、
外
来
群
一
一
七
.一
一
冗
と
、
一
一
. 

三
倍
高
く
、
ま
た

X
以
上
の
進
 

行
が
ん
、

検̂
群
儿
13：
冗
は
、
 

外
来
群
叫
叫
.人
冗
の
五
分
の
 

一
で
あ
つ
た
。
 

追
跡
調
査
成
続
 

昭
和
六
一
一
年
度
か
ら
三
年
間
 

の
発
見
胃
が
ん
一
、
三
一
一
三
例
 

の
消
息
判
明
率
は
九
九
.四
冗
 

で
生
存
 一
、
0八
三
例
、

I
Iが
ん
 

死
一
七
一
例
、
他
病
死
六
一
例
、
 

不
叫
八
例
で
あ
っ
た
。
 

集
検
群
の
五
年
累
積
生
存
率
 

は
、
全
体
で
八
五
上
二
冗
、
早
期
 

で
は
九
五
-八
X、

 |以
上
の
進
 

行
が
ん
は
、
六
六
丄
一
一
冗
で
あ
つ
 

た
。
こ
れ
を
-外
来
群
と
比
較
す
 

る
と
、
早
期
が
ん
で
は
有
な
，
お
 

は
な
か
つ
た
が
、
進
行
が
ん
で
 

は
外
来
群
三
九
.三
冗
と
、
両
者
 

に
一
一
七
，
〇
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
 

見
ら
れ
た
。
 

冋

意

)
が

叫

ば

れ

て

久
 

一
口
げ
ら
れ
て
知
つ
て
い
 

I！
厚
生
省
の
発
表
で
分
 

，
す
る
患
者
の
家
族
は
 

の
話
し
合
い
を
望
む
」
 

の
十
分
な
説
明
を
受
け
た
」
と
 

思
っ
て
い
る
家
族
は
六
凡
冗
、
 

「
十
分
な
説
明
を
受
け
な
か
つ
 

た
」
と
答
え
た
の
は
一
二
.五
も
 

あ
っ
た
。
ま
た
、
家
族
へ
の
説
明
 

で
は
、
「
十
分
説
明
し
て
も
ら
つ
 

た
が
理
解
で
き
な
か
つ
た
」
と
 

「

十

分

な

説

明

で

な

か

つ

た
 

し
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
」
を
合
 

わ
せ
る
と
一
三
，
五
冗
に
な
つ
 

て
い
る
。
 

家
族
の
七
人
に

一
人
は
治
療
 

方
針
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
 

が
分
る
。
 

「
在
宅
医
療
」
を
(本
人
) 

死
亡
者
が
希
望
し
て
い
た
療
 

養
形
態
を
み
る
と
「
医
療
機
関
 

へ
入
院
し
て
の
療
養
」
は
四
四
-

0冗
、
「
外
来
通
院
ま
た
は
在
宅
 

療
養
」
は
四
七
.八
冗
で
あ
る
。
 

介
護
者
が
希
望
し
て
い
た
療
 

養
形
態
を
み
る
と
、
「

療̂
機
^
 

検
診
の
有
効
性
示
唆
 

新
潟
県
で
は
、
検
診
か
ら
実
 

施
成
縯
の
ま
と
め
、
疫
学
調
査
、
 

追
跡
調
査
ま
で
、
県
下
統

一
方
 

式
で
実
施
さ
れ
、
市
町
村
、
検
診
 

機
関
、
^̂
機
閒
の
連
携
に
よ
 

り
早
期
が
ん
発
見
と
予
防
が
把
 

握

さ

れ

、

検

診

の

有

効

性

が
 

示
唆
さ
れ
た
。
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設置面ォ資の省スペースィヒと検診効率の向上、さらに精細な描出力を実^ 0 
消化器集団検診を強力にサポ一卜します。 

書検診車へ桷、縱置きなど 
自由に搭載可能 

書ハンドリング性、安全性に優れる 
透視撮影台 

秦使いやすさと安全性を重視した 

東芝独自のローリング天板（じ！^卩製） 

秦検査スループットが向上する、 

オートリターン機構を採用 

爆高解像度、 
アドバンスト.ス一/ヾ-メタノレにに#ほきせ 

暴電動ショルダレスト（オプション）により 
検査効率がさらに向上 
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高 画 質 ' 超 迅 速 処 理 

I 丄 間 接 フ ィ ル ム 

58-1 「は、45秒58現像処理から従来の90秒、210秒処理まで幅広く 
ご使用いただける、超高画質のは間接撮影用《マルチ処理タイプ》 
のフィルムです。 

參感度は現行品のり「やに比べ約3096ですが、特性曲線の形状は 
ほぼ同等に設計されています。 

鲁鮮鋭度は低周波で約10ん高周波では30《以上向上、加えて粒 
状性の極めて優れたフィルムです。 
參ご使用にあたっては、主にI丄カメラのアイリス調整をおこなうことに 
より、条件を変えずに撮影できます。 

コニカ間接撮影用フカレね 
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男子は 

8 0 歳 ま で 検 診 可 能 

―高齢者には計画検診を—— 

入
(
七
六
き
增
え
た
。
要
精
検
 

率
は
六
.艽
五
X
、
大
腸
癌
発
見
 

数
は
一
「
七
九
三
例
5
 

^
一
 

五
冗
)
、
う
ち
早
期
大
腸
癌
の
割
 

合
は
五
八
.九
冗
で
あ
っ
た
。
対
 

象
区
分
別
に
み
る
と
大
腸
癌
の
 

発
見
率
は
個
人
検
診
〇
，
：
一
 

〇
冗
、
地
域
検
診
〇
，
一
九
X
、
 

職
域
検
診
〇
，
0
ヒ
％
で
あ
つ
 

た
。
 ス

ク
リ
︱
 
二
ン
グ
の
方
法
 

(重
複
！
！
答
)は
、
検
便
法
だ
け
 

に
よ
る
も
の
三
四
.七
冗
、
検
便
 

法
に
問
診
を
加
え
た
方
法
が
六
 

六
.一
冗
で
あ
っ
た
。
便
潜
血
テ
 

ス
ト
の
う
ち
、
生
化
学
的
方
法
 

を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
 

く
、
免
疫
学
的
方
法
が
す
べ
て
 

の
機
関
で
施
行
さ
れ
て
お
り
、
 

免
疫
法
が
わ
が
国
で
定
着
し
た
 

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
 

手
術
は
五
五
，
一
多
 

大
腸
集
検
全
1！
集
計
成
績
を
 

み
る
と
、
男
の
受
診
者
年
齢
層
 

の
ピ
︱
ク
は
四
0歳
前
半
-女
 

は
五
0
歳
代
後
半
で
あ
っ
た
。
 

大
腸
.！
！
発
見
率
は
男
0
 

，

一

一
 

三
X
、
女
〇
^

 二

 一
X
で
あ
つ
 

た
。
地
域
住
民
を
対
象
に
し
た
 

受
診
者
の
ピ
︱
ク
は
男
女
と
も
 

に
六
0
歳
代
前
半
で
あ
っ
た
。
 

大
腸
癌
発
見
率
は
男
〇
^
三
 

一
X
、
女
〇
，
一
三
X
だ
っ
た
。
 

平
成
！
：
年
度
の
受
診
者
一
、
 

八
五
一
、
一
0
七
人
か
ら
発
見
 

さ
れ
た
大
腸
癌
は
一
一
、
七
儿
三
 

例
、
う
ち
深
達
度
や
病
理
組
織
 

診
断
な
ど
の
デ
︱
タ
が
得
ら
れ
 

た
数
(
個
人
票
の
形
で
送
ら
れ
 

て
き
た
も
の
)
は
二
、
一
一
四
 

例
、
追
跡
率
七
：
九
.七
冗
で
あ
つ
 

手
術
を
行
つ
た
も
の
一
、
一
 

一
一
三
例
臺
.一
き
、
內
視
 

鏡
治
療
は
九
0
一
一
例
(
四
四
，
 

三
冗
)
で
あ
っ
た
。
手
術
の
う
ち
 

結
腸
切
除
術
が
六
七
七
例
(
六
 

四
量
八
冗
)
、
直
腸
切
除
術
.
が
：
一
 

五
一
一
例
(二
四
.

 一
％
)
、
人
〕
 

肛
門
を
造
設
し
た
直
腸
切
断
術
 

は
七
0
例
(
六
.
七
％
)
で
あ
つ
 

た
|：
 

3状
結
腸
最
多
で
の
^ 

発
見
大
腸
癌
の
占
居
部
位
は
 

一
一
、
一
六
0
例
(
重
複
)
中
、
最
 

も
多
い
の
が
5
状
結
腸
で
儿
一
 

0
例
(
四
二

 
-
一
 冗
)、
つ
い
で
 

謹
受
診
者
数
漏
扁
1
 

大
腸
癌
集
検
は
？
2%の
び
る
 

平
成
四
年
度
の
消
化
器
集
検
の
全
国
集
計
が
 

発
表
(
委
員
長
山
田
達
哉
氏
)
さ
れ
た
。
「
胃
癌
 

し
て
大
腸
癌
検
診
は
七
六
Xふ
え
て
い
る
-】
と
 

た
。
精
検
受
診
率
を
 
一
0
〇
冗
 

胃
受
診
者
4：
ぉ
減
 

追
跡
調
査
や
検
診
の
統
計
を
 

最
も
よ
く
行
つ
て
い
る
一
群
の
 

割
合
は
、
間
接
集
検
機
関
で
は
 

三

四

八

力

所

中

三

一

四

力

所
 

(九
。
，
^̂、
直
接
集
検
で
 

は
一
五
四
力
所
中
一
三
三
力
所
 

(
八
六
.
四
％
)
で
あ
り
、
前
年
 

度
に
比
較
し
て
各
々
二
.八

、̂
 

0
き
六
冗
、
減
少
し
て
い
た
。
 

平
成
四
年
度
の
受
診
者
総
数
 

は
、
五
、
九
九
五
、
六
三
八
人
で
、
 

発
見
胃
癌
の
実
数
は
六
、
一
一
五
 

一
一
例
〈
0
 

一 0四
冗
)で
あ
つ
 

た
。
検
診
機
関
別
の
胃
癌
発
見
 

率
を
み
る
と
、
一
群
は
0一

 
〇
 

七
冗
で
あ
っ
た
が
、
一
一
群
で
は
 

0.0一
一
四
X、
三
群
で
は
？
 

〇
八
八
X
と
低
い
数
値
を
示
し
 

と
し
た
場
合
の
推
定
発
見
胃
癌
 

数
は
八
、
六
一
八
例
5
，
一

 
四
 

四
冗
)
で
あ
っ
た
。
 

平
成
2：
年
度
の
受
診
者
総
数
 

は
六
〇
〇
万
人
弱
に
な
つ
て
お
 

り
、
前
年
度
の
六
一
一
五
万
に
比
 

ベ
て
、
約
一
一
六
万
人
、
前
年
度
比
 

四
.
 
一
X
減
少
し
て
い
た
。
 

七
枚
法
が
定
着
 

間
接
X
線
装

の̂
使
用
状
況
 

を
み
る
と
、
全
体
の
九
八
五
台
 

の
う
ち
、
車
検
診
と
施
設
検
診
 

の
合
計
で
一
〇
〇
匪
間
接
は
九
 

七
五
台
(
九
儿
，
〇
冗
〉
、
間
 

接
は
九
六
九
台
(
九
八
.
四
冗
)
 

で
、
一
00腿
間
接
の
；
：
方
式
 

が
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
た
。
 

胃
X
線
撮
影
法
に
つ
い
て
検
 

四
月
二
十
I日
の
日
本
消
化
器
集
検
学
会
で
 

集
検
受
診
者
は
四
，
一
X減
つ
て
い
る
の
に
.対
 

な
ど
が
分
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

六
^

 .

 0冗
、
両
者
が
一
ー
〇
，
 

一
X
で
あ
っ
た
。
 

診
機
関
数
を
分
母
！
 

と
、
撮
影
枚
数
は
問
接
集
検
で
 

は
五
枚
が
0
冗
、
六
枚
が
七
，
 

三
冗
、
七
枚
が
七
〇
，
九
冗
、
八
 

枚
以
上
が
一
一
一
，
〇
冗
で
、
学
会
 

の
勧
告
し
た
標
準
枚
数
が
か
な
 

リ
定
着
し
て
い
た
。
 

バ
リ
ウ
ム
の
濃
度
は
間
接
集
 

検
で
は
 

一
一
一
0
〜
一
三
九
冗
、
 

直
接
集
検
で
は
一
1：
〇
冗
以
卜
：
 

が
最
も
多
く
使
わ
れ
、
バ
リ
ウ
 

ム
の
量
は
間
接
、

接̂
集
検
と
 

も
一
一
0〇
〜
一
一
四
九
が̂
最
も
 

多
く
使
わ
れ
て
い
た
。
 

撮
影
者
は
、
問
接
集
検
で
は
、
 

"ぉ
師
が
撮
影
す
る
機
関
は
一
，
 

一
冗
、
技
師
が
行
う
の
は
九
四
-

儿
冗
、
両
者
で
撮
影
す
る
一
一
，
 

九
冗
で
あ
っ
た
。
直
接
集
検
で
 

は
医
師
が
一
一
，
七
X
、
技
師
は
 

ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
は
0(1
 

読
影
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
 

検
診
機
関
に
所
IIす
る

師̂
で
 

読
影
し
て
い
る
機
関
は
間
接
で
 

五
八
丄
ハ
冗
、
直
接
で
は
七
八
-

六
X
で
あ
っ
た
。
 

ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
は
、
間
接
 

集
検
で
八
0
 
，
七
冗
の
機
関
が
 

行
っ
て
い
た
が
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
 

ッ
ク
を
行
っ
て
い
な
い
機
関
が
 

一
六
.四
Xあ
り
、
接̂
集
検
で
 

は
一
一
四
，
〇
冗
で
あ
っ
た
。
 

読
影
委
】
ほ
会
を
設
置
し
て
い
 

る
機
関
は
間
接
集
検
で
五
〇
，
 

六
冗
、
直
接
集
検
で
は
四
〇
^
 

九
X
で
あ
っ
た
。
認
定

の̂
せ
 

無
に
つ
い
て
み
る
と
、
間
接
集
 タ

ぶ
 

第
四
十
九
回
関
東
甲
信
越
地
方
会
(
二
月
十
八
日
、
新
潟
)
の
I般
+
 

演
題
で
、
上
越
医
師
会
上
越
地
域
総
合
健
康
管
理
セ
ン
タ
̶
の
武
藤
努
I
 

氏
は
次
の
よ
う
に
語
つ
た
。
「
高
齢
者
に
な
る
ほ
ど
胃
癌
発
見
率
は
高
1
 

く
な
つ
て
い
る
。
ハ
ガ
キ
に
よ
る
勧
奨
は
効
果
が
な
い
。
計
画
検
診
が
令
 

大
切
で
あ
る
」
。
こ
れ
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

胃
が
ん
発
見
率
^̂
 

わ
越
地
方
は
一
一
一
一
市
町
村
か
 

ら
な
り
人
口
三
一
万
、
四
0
歳
 

以
上
十
七
万
、
東
.
西
頸
城
地
方
 

は
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
最
 

高
三
一
一
冗
か
ら
軒
並
み
一
一
五
冗
 

を
超
え
る
高
齢
者
社
会
で
あ
 

る
。
 

昭
和
四
一
年
に
苹
検
診
を
始
 

め
、
今
日
ま
で
延
べ
五
一
万
人
 

を
実
施
し
、
発
見
胃
が
ん
一
、
一
 

0
九
名
、
発
見
率
は
〇
丄

 

一

一

^
 

で
あ
る
。
老
健
法
施
行
以
後
：
：
̶
 

期
ガ
ン
率
は
五
0
冗
を
超
え
 

る
。
車
検
診
へ
の
依
存
度
は
高
 

く
、
受
診
率
四
0
冗
以
上
が
五
 

町
村
、
三
0
冗
を
超
え
る
町
村
 

は
七
町
村
で
あ
る
。
 

特
に
農
山
村
の
依
存
度
が
大
 

き
く
当
分
変
ら
な
い
。
年
代
別
 

胃
が
ん
発
見
率
は
、
七
0
歳
代
 

の
男
子
で
〇
，
九
X
、
女
子
で
 

0丄
一
一
Xを
超
え
て
い
る
。
高
齢
 

者
は
約
四
万
余
人
で
あ
る
。
 

男
子
昍
歳
ま
で
検
診
可
能
 

最
近
の
手
術
、
内
視
鏡
治
^
 

の
進
歩
で

期̂
発
見
治
療
は
、
 

高
齢
者
の
0-0し
を
考
え
た
 

時
、
大
変
有
意
義
で
あ
る
。
高
齢
 

者
は
胃
検
診
に
馴
染
む
か
？
検
 

診
結
果
は
、
羿
子
は
八
〇
歳
位
 

ま
で
は
検
診
受
診
町
能
、
女
子
 

は
ヒ
〇
歳
卞
ば
か
ら
は
ー
义

に̂
 

闲
難
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。
 

一
部
調
査
で
医
療
機
関
受
診
 

者
が
年
間
八
六
X
、
別
の
町
村
 

で
は
九
0%を
超
え
る
町
村
が
 

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
選
 

挙
の
投
票
率
が
高
率
で
あ
る
こ
 

と
は
、
集
検
受
診
率
の
可
能
性
 

を
推
.則
す
る
-つ
え
で
.参
考
に
 

な
る
資
！
3：
と
考
え
る
。
 

計
画
検
診
の
必
要
大
 

受
診
勧
奨
策
と
し
て
、
未
受
 

診
者
に
ハ
ガ
キ
通
知
で
勧
奨
を
 

試
み
た
が
、
六
0
歳
代
で
五
冗
、
\
 

七
〇
歳
代
で
一
：
％
位
し
か
効
果
I
 

が
な
か
っ
た
。
高
齢
者
受
診
向
1.
 

上
に
は
ハ
ガ
キ
戦
術
だ
け
で
は
\
 

不
十
分
で
あ
る
。
検
診
機
関
 
ず
 

に
お
い
て
は
キ
メ
細
か
い
検
診
令
 

サ
︱
ビ
ス
の
工
夫
、
実
施
主
体
I
 

の
コ
ン
ビ
ュ
︱
タ
ー
整
備
に
よ
1
 

る
受
診
者
管
理
、
未
受
診
者
の
1
.
 

抽
出
な
ど
か
ら
計
画
検
診
を
行
I
 

う
必
要
が
あ
る
。
 

住
民
へ
の
勤
き
か
け
と
し
て
ぶ
 

如
 

グ
 

屮
 

電
話
、
訪
問
等
地
区
組
織
の
活
 

動
が
必
要
で
あ
る
。
 

検
を
行
っ
て
い
る
検
診
機
関
で
 

は
仟
八
.
 

一
^
直
接
集
検
の
機
 

関
で
は
、
五
六
.五
X
に
認
定
医
 

が
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
つ
 

8き
 

集
検
以
後
の
管
理
の
方
法
に
 

つ
い
て
、
間
接
集
検
の
袅
合
に
 

つ
い
て
述
べ
る
と
、
精
検
の
実
 

施
方
法
で
は
、
3
機
関
ま
た
は
 

一
部
他
機
関
に
委
託
し
て
い
る
 

も
の
六
七
-0冗
、
全
部
を
他
機
 

関
に
委
託
し
て
い
る
も
の
二
 

九
，
六
X
で
あ
っ
た
。
 

要
精
検
者
に
対
す
る
受
診
勧
 

奨
を
し
て
い
る
の
は
九
三
.
 

六
冗
、
精
検
の
結
果
を
把
握
し
 

て
い
る
の
は
九
六
-一
一
X、
精
検
 

未
受
診
者
へ
の
受
診
勧
奨
を
行
 

つ
て
い
る
の
は
八
一
一
-五
冗
、
発
 

兑
I
I
癌
患
者
へ
の
治
療
の
勧
奨
 

を
積
極
的
に
勧
め
て
い
る
と
こ
 

ろ
は
八
01

 一
X
、
手
術
結
果
の
 

調
査
を
し
て
い
る
と
、
」
ろ
は
ヒ
 

七
丄
ハ
冗
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
 

予
備
調
査
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
 

は
三
七
，
九
X
で
あ
っ
た
。
 

精
検
受
診
率
職
域
は
劣
る
 

地
域
検
診
と
職
域
検
診
に
分
 

け
て
検
討
す
る
と
、
地
域
検
診
 

が
三
、
一
八
七
、
四
0
七
人
、
職
 

或
検
診
が
一
「
0一
六
、
一
一
三
七
 

人
で
前
者
が
五
五
X
を
ト
3め
て
 

い
る
。
要
精
検
率
を
み
る
と
地
 

域
検
診
で
は
一
三
.六
X
、
職
域
 

で
は
一
一
一
.八
冗
と
、
そ
の
差
は
 

ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
 

の
に
対
し
、
精
神
3
診
率
を
比
 

較
す
る
と
:々̂
八
三
，
一
一
冗
と
 

五
八
.七
で̂
ぁ
リ
、
両
者
に
著
 

し
い
差
が
認
め
ら
れ
、
職
域
検
 

診
の
一
次
検
診
後
の
管
理
に
依
 

然
と
し
て
不
備
が
感
じ
ら
れ
た
。
 

職
域
検
診
で
は
三
九
歳
以
ド
 

の
若
年
受
診
率
の
占
め
る
割
合
 

が
多
い
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
 

職
域
検
診
で
の
胃
癌
発
見
率
は
 

0
 
0
：
れ
冗
と
地
域
検
診
の
〇
，
 

一
五
冗
の
三
分
の
一
と
い
う
数
 

値
で
あ
っ
た
。
 

；
：
1期
I円
癌
の
割
合
は
、
地
域
 

の
五
三
.
 
一
X
に
対
し
、
職
域
は
 

五
五
.七
お
、
合
計
で
は
五
コ
丁
 

六
冗
で
あ
っ
た
。
 

大
腸
集
検

呢̂
の
増
 

平
成
33年
度
の

女̂
計
受
診
 

者
総
数
は
一
、
八
五
一
、
一
〇
七
 

人
で
前
年
度
に
比
べ
約
八
0
万
 

1̂1！
の
六
六
！
：
例
(三
0

 
，
 

自
)、
以
ド
上
行
結
腸
一
一
一
一
一
 

列
(
一
〇
.
一
一
冗
)
、
横
行
結
腸
 

一
五
七
例
(
七
.三
さ
、
下
行
 

結
腸
一
四
一
一
例
で
：
ハ
し
ハ
X；
の
 

順
で
あ
っ
た
。
 

直
径
 
一
，
0
1
以
下
の
も
の
 

五
八
九
例
(一
一
九
.九
き
、
一
1
 

1上
11る
1が
さ
一
七
例
(三
 

一
，
八
冗
)
と
一
一
I
以
下
が
過
半
 

数
を
占
め
た
。
 

ス
テ
︱
ジ
Iは
一
、
一
七
二
 

例
(六
九
.一
一
き
、
ス
テ
︱
ジ
 

は̂
一
九
七
例
一
一
一
丄
绿
、
 

ス
テ
︱
ジ
冚
は
一
九
一
例
二
 

一
ニ
ニ
冗
)、
ス
テ
︱
ジ
四
は
七
 

七
例
(
四
.
六
冗
)
、
ス
テ
Iジ
 

五
は
五
五
例
(
三
.
三
冗
)
で
あ
 

食
道
、
肝
胆
脬
集
検
 

食
道
集
検
は
全
I
I
で
四
八
機
 

関
で
行
わ
れ
、
受
診
者
総
数
は
 

四
一
四
、
三
一
一
七
人
。
発
見
癌
は
 

三
0
例
(
の
.
0
0
七
冗
)
、
食
 

道
ポ
リ
Iブ
ー
一
一
三
例
(？
。
 

五

ー̂
、
食
道
潰
瘍
ま
た
は
び
ら
 

ん
が
八
七
例
 
ー
0
 ，
〇
一
一
冗
)
、
 

静
脈
瘤
は
 一
二
七
例
(ひ
，
0
 

三
冗
)
で
あ
っ
た
。
 

肝
胆
脬
集
検
は
、
全
国
七
一
一
 

の
機
関
で
実
施
さ
れ
、
受
診
者
 

総
数
は
六
II五
、
八
一
一
〇
人
で
 

あ
っ
た
。
発
見
疾
患
は
、
脂
肪
肝
 

六
-暴
胆
の
う
胞
叫
-.わ
冗
"
 

胆
の
う
ポ
リ
Iプ
四
.4；
冗
、
胆
 

石
一
三
1
 一
X
で
あ
り
、
少
数
例
で
 

あ
る
が
、
肝
硬
変
症
三
〇
九
例
 

(
〇
.
〇
五
％
)
、
原
発
性
肝
癌
 

一
0九
例
？
0一
一
さ
、
胆
 

の
う
癌
三
二
例
(
？

 
0〇
 

五
冗
)
、
脬
癌
四
六
例
〈
？
0
 

〇
七
冗
〗
等
が
発
見
さ
れ
た
。
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！
ゅ̂
:̂の
成̂
、
煙̂
サ
ホ
︱
 

ト
に
必
要
な
情
報
の
提
供
等
に
 

努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
 

ィ
節
煙
対
策
(
喫
煙
継
続
 

者
に
対
す
る
節
度
あ
る
喫
 

煙
を
促
す
対
策
) 

①
喫
煉
を
継
続
し
て
い
る
成
 

入
煉̂
に̂
対
し
て
も
、
た
ば
 

こ
と
健
康
に
対
す
る
適
切
な
5
 

报

供̂
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
 

②
喫
煉
マ
ナ
ー
蒈
及
活
動
に
 

つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
た
ば
こ
 

事
業
関
係
者
を
中
心
に
行
わ
れ
 

て
い
る
が
、
今
後
と
も
^̂
的
 

に
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。
 

特
に
、
吸
い
殻
の
ボ
イ
捨
て
 

行
為
及
び
歩
行
喫
煙
に
つ
い
て
 

は
、
防
災
ヒ
お
よ
び
危
険
性
の
 

観
点
も
含
め
、
厳
に
悄
む
べ
き
 

社
会
ル
ー
ル
と
し
て
確
な
す
る
 

よ
う
啓

を̂
強
化
す
る
必
要
が
 

か
る
。
^
 
：

1
 

ゆ
た
ば
こ
対
策
を
進
め
る
に
当
 

た
っ
て
の
留
憲
事
項
 

①
た
ば
こ
広
告
、
た
ば
こ
自
 

勅
販
売
機
に
係
る
規
制
に
つ
い
 

て
は
、
従
来
か
ら
、
た
ば
こ
事
業
 

法
に
基
づ
く
指
針
等
を
踏
ま
え
 

た
業
界
の
6
主
規
制
の
基
盤
が
 

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
自
主
規
 

制
の
強
化
に
よ
り
進
め
る
こ
と
 

を
基
水
と
す
る
こ
と
が
適
小
.1
で
 

あ
る
。
 

②
分
煙
対
策
に
つ
い
て
は
、
 

既
に
い
く
つ
か
の
事
業

に̂
よ
 

る
自
主
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
 

れ
て
い
る
こ
、
と
を
踏
ま
え
、
そ
 

れ
そ
れ
の
お
主
的
な
取
り
組
み
 

に
よ
つ
て
進
め
る
こ
と
を
基
本
 

と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
 

装

一̂
一
台
搭
載
)子
お
が
ん
検
 

診
車
一
一
台
、
孔
が
ん
検
診
車
三
 

ム
リ
力
稼
働
し
て
お
り
ま
す
。
乳
 

が
ん
検
診
は
、
独
自
の
方
式
と
 

し
て
、
視
触
診
に
加
え
マ
ン
モ
 

ダ
ラ
フ
ィ
︱
を
導
入
し
て
成
果
 

を
季
げ
て
お
り
ま
す
。
 

受
診
者
の
動
向
 

受
診
者
数
は
、
グ
ラ
フ
に
示
 

す
と
お
り
で
す
が
、
特
に
，
一
X
 

が
ん
い
つ
い
て
は
、
施
設
検
診
 

ぷ
向
が
顕
著
に
な
つ
て
き
て
お
 

リ
、
受
託
件
数
の
減
少
が
目
立
 

つ
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
乳
 

が
ん
検
診
に
つ
い
て
も
今
後
は
 

施

検̂
診
に
移
行
し
て
い
く
も
 

の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
 

「
老
人
保
健
法
」
に
よ
る
諸
検
 

診
の
受
診
率
の
向
上
が
埼
玉
県
 

の
課
題
と
な
つ
て
お
り
ま
す
 

が
、
当
協
会
と
し
て
も
こ
の
課
 

題
に
呼
応
し
、
休
：
：
：
検
診
.検
診
 

車
1一
台
検
診
等
に
取
組
み
、
受
 

診
者
の
利
便
.
検
診
の
効
率
的
 

な
運
営
等
を

つ̂
て
お
り
ま
 

す
。
平
成
六
年
度
の
検
診
車
の
 

休
口
稼
働
台
数
は
一
〇
〇
台
を
 

越
え
、
ま
た
、
検
診
卑
：
一
台
検
診
 

は
三
五
〇
力
所
(
全
稼
働
の

 ̂

〇
冗
弱
)
で
あ
り
ま
し
た
。
 

検
診
の
実
施
体
制
 

当
協
会
の
検
診
は
、
地
域
包
 

括
-お
僚
体
制
を
充
す̂
る
と
い
 

う
考
え
方
に
立
ち
、

成̂
四
年
 

度
か
ら
郎
ぉ

帥̂
仝
と
投
携
し
 

て
実
施
す
る
よ
う
改
め
、
市
町
 

忖
.都
^̂̂会
.企
.̂当
協
 

会
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
充
 

実
し
た
検
診
体
制
の
構
築
に
取
 

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
 

す
。
 

ま
た
、
事
務
の
一
層
の
効
率
 

化
，
的
確
化
を
.̂
る
と
と
も
に
、
 

デ
ー
タ
の
管
理
体
制
を
祭
備
充
 

実
す
る
た
め
に
、
平
成
七
年
度
 

か
ら
「
光
や
式
文
字
読
取
り
方
 

式
」
に
よ
る
0八
化
を
導
入
し
 

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
診
断
内
容
 

を
1：
一
的
，
数
量
的
に
管
理
す
 

る
こ
と
の
限
界
を
痛
感
し
て
お
 

リ
、
課
題
を
残
し
た
ま
ま
発
進
 

し
た
観
も
あ
り
ま
す
。
 

今
後
の
対
応
 

医
療
二

 

︱

ズ

に

呼

^
し

、

ま
 

た
、
住
民
が
積
極
的
に
受
診
で
 

き
る
検

体̂
制
を
整
え
る
た
め
 

に
、
現
在
、
当
協
会
の
在
り
方
を
 

踏
ま
え
な
が
ら
幾
つ
か
の
事
項
 

に
つ
い
て
取
組
み
つ
つ
ぁ
リ
ま
 

す
。
 一

つ
は
、
精
度
管
理
の
問
題
 

で
あ
り
ま
す
。
精
度
の
高
い
検
 

や̂
的
確
な
断̂
が
で
き
る
よ
 

う
な
テ
Iタ
が
投
供
で
き
る
よ
 

う
、
各
稀
の

科̂
を
分
析
.評
価
 

す
る
機
能
の
一
層
の
充
实
が
急
 

務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
平
成
 

七
年
度
に
導
入
し
た
「
0八
化
」
 

は
こ
の
た
め
の
一
歩
と
位
置
付
 

け
て
お
り
ま
す
。
 

次
に
、
検
休̂
制
の
^̂
で
 

あ
り
ま
す
が
、
住
民
が
積

的̂
 

に
受
診
で
き
る
条
件
整
備
は
も
 

と
よ
り
で
す
が
、
保
谜
^̂
シ
 

ス
テ
ム
の
構
築
の
中
で
精
検
受
 

診
率
向
ヒ
や

療̂
機
関
の
受
け
 

皿
の
充
実
等
と
の
関
わ
り
を
保
 

ち
な
が
ら
、
総
八
口
的
に
取
組
ん
 

で
い
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。
 

も
と
よ
り
こ
れ
は
行
政
や
医
 

師
会
等
と
の
連
携
が
必
須
条
件
 

と
な
り
ま
す
。
受
診
者
を
フ
ォ
 

口
ー
し
、

生̂
活
に
密
着
し
た
 

保
健
指
導
の
一
助
と
な
リ
、
住
 

厚
生
省
保
健
医
療
局
長
の
私
的
検
討
会
と
し
て
昨
年
十
月
「
た
ば
こ
 

行
動
計
画
検
討
会
」
(
座
長
、
島
尾
忠
男
結
核
予
防
会
々
長
)
を
設
置
し
 

た
。
こ
の
ほ
ど
そ
の
報
告
書
が
ま
と
ま
っ
た
、
内
容
は
、
防
煙
対
策
、
 

分
煙
対
策
、
禁
煙
サ
ボ
I
ト
，
節
煙
対
策
の
三
つ
に
分
れ
、
未
成
年
者
 

の
喫
煙
防
止
、
受
動
喫
煙
の
排
除
、
節
煙
対
策
に
つ
い
て
の
具
体
策
が
 

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
大
蔵
、
労
働
、
文
部
な
ど
 

各
省
に
か
か
わ
り
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
重
要
で
あ
る
。
 

た
ば
こ
の
害
は
多
岐
 

烛̂
れ
本
人
の
健
お̂
，
に
 

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
 

の
疫
ネ
研
究
に
よ
る
と
、
肺
が
 

ん
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
が
 

ん
、
心
臓
病
、
呼
吸
お
枚
患
の
危
 

険
因
子
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
 

れ
て
い
る
。
青
少
年
期
に
喫
煙
 

を
開
始
す
る
と
、
成
人
後
に
喫
 

煙
を

始̂
し
た
れ
に
比
べ
、
が
 

ん
ゃ
心
臓
病
な
ど
の
リ
ス
ク
が
 

高
ま
る
こ
と
も
：
不
さ
れ
て
い
る
。
 

ま
た
、
奸
3屮
の
1

 人
煙
に
よ
る
 

児̂
や
は
体
へ
の
饗̂
に
つ
い
 

て
は
、
低
体
重
児
出
廣
、
早
華
 

の
リ
ス
ク
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
 

受
觔
喫
煉
に
よ
る
非
1
 尺
烛
ぉ
 

へ
の
健
康
釤
響
に
つ
い
て
は
、
 

流
涙
、
頭
痛
等
の
諸
症
状
や
呼
 

及
卬
.
^
：
、
、
ゾ
卩
^
;
;
川
、
^
ぺ
-
1

 乂
お
 

丄
キ
4
；
？
'
力
'
お
 

等
生
理
や
的
反
応
等
の
急
性
影
 

響
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
と
も
 

に
、
性̂
響̂
に
つ
い
て
は
、
肺
 

が
ん
、
呼
吸
器
疾
患

へ̂
の
リ
 

ス
ク
を
..小
す
疫
学
的
研
究
が
あ
 

り
、
公
衆
衛
生
上
の
取
り
組
み
 

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
受
 

動
喫
煙
は
、
非

煙̂
者
に
対
し
、
 

不
快
感
ゃ
ス
ト
レ
ス

精̂
神
，
 

心
理
.曲
の
影
響
を
：
え̂
て
い
る
 

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
 

他
义
た
ば
こ
は
，
^
 
く
か
ら
 

存
在
す
る
喀
好
品
で
あ
り
、
3̂
 

に
多
く
の
喫
煙
者
が
存
在
し
、
 

喫
煙
に
よ
る
精
神
，
心
理
面
に
 

お
け
る
効
用
を
指
摘
す
る

兄̂
 

か
あ
る
。
 

出
防
煙
対
策
(
主
と
し
て
未
成
 

年
者
の
喫
煙
開
始
の
防
止
と
 

喫
煙
習
慣
化
の
防
止
対
策
) 

新
し
い
時
代
の
扭
ぃ
手
で
あ
 

る
未
成
年
者
の
喫
煙
に
つ
い
て
 

は
、
未
成
年
各
の
喫
煙
が
；
：
：
55；
 

に
よ
リ
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

か
ら
、
こ
れ
を
防
止
し
て
い
く
 

こ
と
は

然̂
の
責
務
で
あ
り
、
 

喫
通
の
健
康
に
対
す
る
影
響
か
 

ら
保
護
す
る
観
点
に
た
つ
た
喫
 

烛
防
止
対
策
を

じ̂
て
い
く
必
 

要
が
あ
る
。
 

ま
た
、
妊
娠
巾
の
喫
煙
に
よ
 

る
母
体
や
胎
児
へ
の
影
響
に
も
 

か
ん
が
み
、
1
件̂
の
喫
烛
対
^ 

に
つ
い
て
も
特
段
の
お
慮
が
必
 

要
で
あ
る
。
 

こ
の
た
め
、
防
煙
対
策
と
し
 

て
、
具
体
的
に
は
、
以
ド
の
対
策
 

を
講
じ
る
ベ
き
で
あ
る
。
 

①
未
成
お̂
の
烛̂
を
防
乇
 

す
る
た
め
の
教
は̂
-；
：
子
校
の
 

場
に
お
い
て
充
す̂
る
と
 

に
、
也
域
、
〉
，
3に
お
い
て
も
 

1
 

現

況
 

ほ̂
対̂
が
ん
協
佥
は
、
昭
 

和
三
七
年
の
発
足
当
初
胃
が
ん
 

集
団
検
診
に
取
組
み
、
以
後
、
子
 

卉
、
扎
、
人
腸
の
そ
れ
ぞ
れ
の
が
 

ん
検
診
を

人̂
し
、
現
在
こ
の
 

6：
が
ん
に
つ
い
て
町̂
村
や
八
." 

業
か
ら
受
託
し
、
平
成
六
年
度
 

ま
で
の
三
十
三
年
の
間
で
三
一
一
 

〇
余
万
の
受
診
者
を
み
て
お
り
 

ま
す
 

検
診
は
、
検
診
ポ
で
行
う
こ
 

と
を
基
本
と
し
て
お
り
、
胃
が
 

ん
検
^̂
八
〖̂
一
台
は
X線
 

民
が
：
^̂
に
検
診
を
受
け
ら
 

れ
、
ス
ム
︱
ズ
に
医
療
機
関
(精
 

や
：
検
機̂
関
も
む̂
)に
も
か
 

か
れ
る
よ
う
な
道
筋
の
確
立
を
 

願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
 

地
域
勺
」
括
;̂燎
制̂
を
允

 ̂

す
る
と
い
う
考
え
方
に
立
ち
、
 

市̂
帥̂
会
と
^̂全
が
提
携
 

し
て
行
う
よ
う
な
検
診
シ
ス
テ
 

ム
に
改
め
た
の
は
、
こ
の
た
め
 

の
布
石
で
も
あ
り
ま
す
。
 

(
埯
玉
県
対
が
ん
協
会
 

業
務
係
長
井
と
隆
之
) 

極
的
に
推
進
し
、
社
会
全
体
の
 

屮
で
幅
広
く

煙̂
を
防
止
す
る
 

境̂
を
形
成
す
べ
き
で
あ
る
。
 

さ
ら
に
、
母
性
保
護
の
観
点
か
 

ら
の
健
康
敉

:̂も
推
進
す
べ
き
 

で
あ
る
。
 

学
校

育̂
に
お
い
て
は
、
喫
 

煙
防
止
教
育
を
よ
り
01期
か
ら
 

行
え
る
よ
う
、
そ
の
た
め
の
教
 

材
の
整
備
、
拊
導
者
の
研
修
等
 

の
環
境
づ
く
リ
を
推
進
す
べ
き
 

で
あ
る
。
 

地
域
、
家
庭
に
お
い
て
は
、
喫
 

煙
防
止
教
育
を
健
康
敉
台
の
一
 

環
と
し
て
位
置
付
け
、
国
、
地
方
 

公
共
団
体
の
支
援
、
地
域
の
ボ
 

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力
の
ド
 

に
、
禎
極
的
に
推
進
す
べ
き
で
 

あ
る
。
 

②
た
ば
こ
広

に̂
つ
い
て
 

は
、
未
成
年
者
の
喫
煙
の
一
因
 

に
な
つ
て
い
る
と
の
指
摘
を
踏
 

ま
え
、
そ
の
規
制
を
強
化
す
る
 

と
と
も
に
、
た
ば
こ
に
よ
る
健
 

康
影
響
に
関
す
る
注
意
表
.小
に
 

つ
い
て
は
そ
の
趣
旨
が
十
分
に
 

活
か
さ
れ
る
よ
う
叫
確
化
す
ベ
 

き
で
あ
る
。
 

降
に
、
テ
レ
ビ
告̂
に
つ
い
 

0

0

0

0

0

0

0

0
 

て
は
、
テ
レ
ビ
が
広
告
媒
体
の
 

中
で
も
特
に
強
い
影
響
力
を
有
 

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
 

欧
米
先
進
諸
！
：
で
は
全
向
小
^ 

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
 

み
、
未
成
^̂
煙̂
防
止
の
観
 

点
か
ら
は
全
面
禁
止
が
望
ま
し
 

い
が
、
我
が
3：
の
情̂
を
勘
^ 

し
、
、
面
、
放
送
時
間
帯
等
に
つ
 

い
て
一
層
の
配
慮
を
行
う
と
と
 

も
に
、
広
告
総
量
を
縮
減
す
ベ
 

き
で
あ
る
。
 

③
た
ば
こ
3動
販
売
機
に
つ
 

い
て
は
、
対
な̂
く
た
ば
こ
を
 

入
手
で
き
る
た
め
未
成
年
者
の
 

た
ば
こ
入
手
を
容
易
に
し
て
い
 

る
と
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
小
丄
；
儿
 

店
の
実
情
等
に
も
配
慮
し
つ
-

つ
、

 そ
の
稼
働
時
間
等
に
つ
い
 

て
、
規
制
を
強
化
す
べ
き
で
あ
 

る
。
 

④
た
ば
こ
小
売
定
価
制
に
つ
 

い
て
は
、
未
成
年
の
喫
煙
防
 

止
と
い
う
社
八
.ム
的
^̂
の
観
点
 

か
ら
锥
诗
す
る
と
と
も
に
、
そ
 

の
価
格
に
つ
い
て
も
未
成
年
者
 

喫
煙
防
止
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
 

る
。
 

分̂
煙
対
策
(受
動
喫
煙
の
影
 

響
の
排
除
，
減
少
対
策
) 

公
共
の
場
、
職
場
等
に
お
い
 

て
は
、
受
動
喫
煙
に
よ
る
影
響
 

を
排
除
し
ま
た
は
減
少
さ
せ
る
 

た
め
、
具
体
的
に
は
、
以
ド
の
よ
 

う
な
対
策
を
講
じ
る
ベ
き
で
あ
 

る
。
 

①
不
特
定
多
数
の
人
が
、
社
 

仝
的
な
必

の̂
た
め
、
1

 
小

：

：

応

な
 

く
利

せ̂
ざ
る
を
得
な
い
公
共
 

の
場
の
う
ち
、
院̂
、
保
健
所
等
 

の
保
她

療̂
機
閱
や

校̂
、
児
 

童
福
祉
施
設
等
に
お
い
て
は
、
 

そ
の
社
会
的
使
命
や
施
設
の
性
 

格
に
照
ら
し
、
利
用
者
に
対
す
 

る
公
衆
衛
生
上
、
教
ぉ
ヒ
の
格
 

段
の
配
慮
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
 

と
か
ら
、
禁
煙
^̂
に
立
脚
し
 

た
対
策
を
確
立
す
べ
き
で
あ
 

る
。
ま
た
、
喫
煙
場
所
を
設
置
す
 

る
場
八
口
で
あ
っ
て
も
、
十
分
な
 

換
気
に
配
慮
を
す
る
等
分
煙
の
 

徹
底
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
 

②
職
場
に
お
け
る
分
熥
に
つ
 

い
て
は
、
特
定
の
人
々
が
、
社
会
 

的
な
必
要
か
ら
日
常
的
に
か
つ
 

選
択
の
余
地
な
く
相
小
.：
程
度
の
 

時
間
を
過
ご
す
場
所
で
あ
る
こ
 

と
か
ら
、
職
場
の
状
況
を
踏
ま
 

え
つ
つ
、
非
喫
煙
者
に
十
分
配
 

慮
し
た
対
策
を
積
極
的
に
推
進
 

す
ベ
き
で
あ
る
。
 

③
分
煙
対
策
を
促
進
す
る
た
 

め
、
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
^̂
 

響
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
 

を
活
用
し
、
啓
発
普
及
を
進
め
 

る
べ
き
で
あ
る
。
 

④
分
煙
の
た
め
の
施
設
、
設
 

備
の
整
備
や
た
ば
こ
煙
を
排
 

除
^
低
減
さ
せ
る
た
め
の
抆
術
 

開
及̂
び
及̂
を
極̂
的
に
お
 

援
す
べ
き
で
あ
る
。
 

禁̂
煙
サ
ポ
I卜
，
節
煙
対
策
 

(禁
煙
希
望
者
に
対
す
る
禁
 

煙
サ
ポ
I卜
対
策
，
喫
煙
継
 

続
者
に
対
す
る
節
度
あ
る
喫
 

煙
を
促
す
対
策
) 

成
入
の
喫
煙
に
つ
い
て
は
、
 

入̂
の
谜
影̂
響
に
関
す
る
限
 

り
喫
煙
を
す
る
力
し
な
い
か
 

は
基
本
的
に
は
本
入
の
貴
任
に
 

お
い
て
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
 

る
が
、
喫
煙
の
自
己
の
健
康
へ
 

の
影
響
等
を
十
分
認
識
し
た
上
 

で
判
断
か
行
え
る
よ
う
対
策
を
 

講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

ァ
禁
煙
サ
ボ
I
ト
対
策
 

(
禁
煙
希
望
者
に
対
す
る
 

禁
煙
サ
ポ
︱
ト
対
策
) 

①
療̂
機
関
、
保
健
所
,に
 

お
い
て
は
、
，
烛
^
 

^
各
の
二
 

︱
ズ
に
あ
じ
、
禁
煙
カ
ウ
ン
セ
 

リ
ン
グ
等
の
，
煙
サ
ボ
︱
卜
に
 

極̂
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
 

る
。
 

#
禁
煙
サ
ボ
︱
ト
へ
の
取
リ
 

を
支
援
す
る
た
め
、
煙̂
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1 ^ 1 

座 一 ： 化 

長 般 . 組 
演 五 合 

閉 
潔 健 次 会 
康 期 
づ 会 あ 

第
 

一
I十
八
回
日
本
消
化
器
集
検
学
会
関
東
I
 

技
師
部
会
は
、
九
月
三
十
日
(
土
)
、
文
京
区
小
 

︱
ザ
ィ
株
式
ム

"̂社
本
社
五
階
で
開
か
れ
る
。
 

厶
1
5
長
は
駿
河
台
日
本
大
学
病
院
の
横
田
浩
雄
 

次
の
よ
、
つ
に
決
っ
た
。
 

千
 

一

！
 

九
 

の
部
 

五
駿
河
台
日
本
大
 

学
病
院
中
沢
康
弘
 

九
1

 一

 
一
0
〜
九
，
五
五
 

一
般
演
題
I
 

座
長
(
財
)
労
働
医
学
研
 

究
会
木
村
俊
夫
 

出
消
化
管
検
査
に
お
け
る
 

0
尺
装
置
の
有
用
性
に
 

つ
い
て
国
立
が
ん
セ
 

ン
タ
̶
東
病
院
大
谷
 

匡
史
 

5
多
目
的
用
普
及
型
0
尺
 

シ
ス
テ
ム
使
用
経
験
に
 

つ
い
て
慶
応
義
塾
大
 

卞
病
院
都
築
史
郎
 

：̂
；
0尺
の
臨
床
的
有
用
 

性
に
対
す
る
考
察
3
：
 

立
が
ん
セ
ン
タ
̶
中
央
 

病
院
関
本
宏
ニ
 

九
，
五
五
〜
一
〇
，
三
〇
 

一
般
演
題
^
 

座
良
町
営
辰
野
総
合
病
 

院

武

田

靖

人
 

5当
検
診
セ
ン
タ
̶
で
発
 

見
さ
れ
た
微
小
小
II癌
 

の
X
線
的
検
討
(
財
)
早
 

期
胃
が
ん
検
診
協
会
 

艮
森
保
：
^
 

お
老
人
保
健
法
施
行
後
に
 

お
け
る
精
度
管
理
日
 

立
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
 

I小
川
敏
彦
 

5切
除
胃
癌
の
ル
̶
チ
ン
 

胃
X
線
像
の
検
討
 

(
財
)
癌
研
究
会
付
属
病
 

院

松

本

史

樹
 

〇
，
三
0〜
一
一
，
三
〇
 

教
育
講
演
I
 

胃
集
検
の
歩
み
 

関
朿
甲
信
越
地
方
会
第
一
一
 

〇
冋
頃
ま
で
と
、
将
来
の
 

展
望
元
長
野
県
立
阿
南
 

1
丙

|
兀

土

松

呆
 

司
会
国
立
が
ん
セ
ン
タ
 

︱
東
病
院
齋
藤
裕
久
 

一
丄
ニ
0〜
一
二
.三
〇
 

特
別
講
演
 

治
療
去
を
意
識
し
た
肝
瘇
 

厚
生
省
は
四
月
二
十
九
日
付
で
、
九
五
年
 

度
(
平
成
七
年
度
)
の
病
気
や
け
が
の
治
療
に
 

か
か
る
国
民
医
療
費
の
推
計
を
ま
と
め
た
。
 

総
額
は
二
十
六
兆
七
千
百
億
円
で
前
年
度
よ
 

り
四
.
〇
％
増
。
国
民
一
人
当
り
は
二
十
一
万
 

三
千
円
で
同
三
.
九
X
増
。
さ
ら
に
七
十
歳
以
 

上
の
高
齢
者
と
六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り
 

老
人
を
対
象
と
し
た
老
人
医
療
費
は
八
兆
三
 

百
億
円
で
、
全
体
の
三
〇
，
一
X
に
達
す
る
。
 

I人
当
り

万̂
3千
円
 

国
民
医
療
費
の
総
額
は
、
前
 

年
度
に
比
べ
て
5：
.〇
^̂̂
の
 

一
一
十
六
兆
七
千
百
億
円
。
伸
び
 

率
が
前
年
度
の
五
，
五
冗
よ
り
 

低
い
の
は
、
一
年
お
き
に
行
わ
 

れ
て
き
た
診
療
報
酬
の
引
き
上
 

げ
が
九
五
年
度
は
予
定
さ
れ
て
 

い
な
い
た
め
だ
。
 

国
民
一
人
当
り
で
は
前
年
度
 

よ
り
八
千
円
増
の
平
均
一
一
廿
一
 

万
三
千
円
で
、
過
去
最
高
に
な
 

る
見
通
し
だ
。
 

国
民
医
療
費
総
額
の
内
訳
を
 

み
る
と
、
六
十
五
歳
以
上
の
寝
 

た
き
り
老
人
と
七
十
歳
以
上
の
 

高
齢
者
の
分
は
八
兆
三
百
億
円
 

で
、
全
体
の
三
〇
，
一
X。
 

勤
め
人
が
加
入
す
る
健
康
保
 

険
ゃ
.3:1呂
業
者
ら
が
加
入
す
る
 

31̂
健
康
保
険
な
ど
の
負
担
分
 

1
四
兆
一
一
千
億
円
で
五
三
.
 

一
一
X。
患
者
の
自
己
負
担
分
が
 

三
兆
一
一
千
九
百
億
円
で
二
 
丁
 

三
X
。
結
核
や
生
活
保
護
世
帯
 

の
公
費
負
担
分
一
兆
一
千
九
百
 

億
円
で
、
四
.四
冗
と
な
つ
て
い
 

る
。
 

伸
び
率
国
.所
の
範
囲
内
か
 

ぽ
生
省
は
医
療
費
の
仲
び
率
 

を
国
民
所
得
の
伸
び
率
の
範
囲
 

内
に
と
ど
め
る
こ
と
を
目
標
に
 

し
て
い
る
。
国
民
医
療
費
は
儿
 

一
年
度
か
ら
四
年
連
続
で
国
民
 

所
得
の
伸
び
率
を
上
冋
つ
て
き
 

た
が
、
九
五
年
度
に
は
五
年
ぶ
 

り
に
国
民
所
得
の
伸
び
率
(
政
 

府
兑
通
し
で
四
.
四
お
)
の
ワ
ク
 

內
で
抑
え
ら
れ
る
と
見
て
い
 

る
。
 

一
四
，
三
0〜
一
五
ニ
ー
〇
 

一
般
满
題
冚
 

1
^
長
(
財
)
霞
ケ
浦
成
人
 

病
研
究
事
業
I
I
安
掛
武
 

5
回
転
式
大
腸
フ
ァ
ン
ト
 

ム
の
試
作
新
座
志
木
 

中
央
総
合
病
院
木
村
 

忠
高
 

⑧
大
腸
癌
検
診
の
注
腸
X
 

線
検
査
の
成
績
神
奈
 

川
県
労
働
衛
生
福
祉
協
 

会

永

井

勝

司
 

5？
人
陽
癌
検
診
-一
次
精
^
 

受
診
者
に
お
け
る
注
腸
 

X
線
検
査
透
視
観
察
能
 

大
宫
市
お
師
会
市
民
病
 

院

渡

辺

秀

夫
 

反̂
題
4̂
湯
 

X
丁
丁
長
野
病
院
小
 

林
未
来
 

一
五
.二
0〜
一
五
.五
五
 

一
般
^
題
卩
 

社
会
保
険
群
馬
中
 

央
総
合
病
院
新
井
敏
子
 

高̂
濃
度
バ
リ
ウ
ム
使
用
 

に
お
け
る
排
泄
と
：
！
作
 

用
の
ア
ン
ケ
̶
ト
調
査
 

(
財
)
慶
応
が
ん
セ
ン
タ
 

目

的
 

初
回
注
腸
X
線
検
査
で
癌
を
 

指
摘
さ
れ
ず
、
他
部
位
チ
ヱ
ッ
 

ク
等
に
よ
り
内
祝
疲
検
査
お
よ
 

び
経
過
観
察
で
発
見
さ
れ
た
症
 

例
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
を
分
 

析
し
、
よ
り
有
効
な
注
腸
X
線
 

撮
影
技
術
を
検
討
し
た
。
 

対
象
お
よ
び
方
法
 

お
城
ほ
小
対
が
ん
協
会
に
お
い
 

て
、
一
九
八
三
〜
一
九
九
三
年
 

の
十
一
年
間
に
発
見
さ
れ
た
大
 

腸
お
闹
；
；
七
列
中
、
初
回
注
腸
 

X
線
検
査
で
病
変
が
指
摘
さ
れ
 

な
か
つ
た
三
六
例
を
対
象
と
し
 

た
。
そ
れ
ら
の
X線
フ
ィ
ル
ム
 

の
見

し̂
を
行
い
、
読
影
能
お
 

よ
び
示
現
能
を
検
討
し
た
の
で
 

報
告
す
る
。
 

結

果
 

^̂
影
で
病
変
指
摘
能̂
で
 

あ
っ
た
症
例
は
一
一
〇
例
(五
五
.
 

六
冗
)
で
進
行
癌
士
一
例
、
早
期
 

癌
八
例
で
あ
つ
た
。
 

指
摘
困
難
な
症
例
は
十
六
例
 

(四
四
.！
：
冗
)で
進
行
癌
一
一
 

例
、
：
：
期̂
癌
十
四
例
で
あ
つ
た
。
 

原
因
を
分
析
す
る
と
前
処
置
不
 

良
に
よ
る
バ
リ
ウ
ム
の
；
：
；
小̂
 

良
五
例
、
撮
影
体
位
不
良
五
例
、
 

固
形
残
査
と
誤
読
一
一
例
、
腸
管
 

収
縮
一
一
例
等
で
あ
っ
た
。
 

占
居
部
位
別
で
は
示
現
(
十
)
 

一
一
〇
列
中
、
ヒ
行
結
腸
.盲
陽
に
 

ト
一
例
屬
？
示
現
(
一
) 

十
六
お
中
、
5
状
結
腸
に
七
^
 

(四
三
-八
冗
)と
"多
く
見
ら
れ
 

た
。
 

結

論
 

1̂5牛
;例
を
少
な
く
す
る
た
 

め
に
は
前
処
置
を
徹
底
す
る
こ
 

と
、
ま
た
バ
リ
ウ
ム
の
流
れ
、
空
 

気
量
等
に
留
意
に
夫
し
、
バ
リ
 

ゥ
ム
を
充
分
に
付
着
さ
せ
る
症
 

例
に
よ
り
^̂的
に
：
；
法̂
を
 

取
り
入
れ
透
視
下
で
の
注
意
深
 

い
観
察
が
必
要
と
考
え
ら
れ
 

た
。
 

第
三
十
四
回
消
化
器
集
検
学
 

会
(
四
月
二
十
二
日
.
東
京
)
集
 

検
従
事
者
研
究
会
技
師
部
会
 

「
大
腸
造
影
検
査
」
で
、
宮
城
県
 

対
が
ん
協
会
検
診
セ
ン
タ
︱
の
 

沼
倉
二
郎
氏
は
「
前
処
置
の
徹
 

底
と
バ
リ
ウ
ム
の
充
分
な
付
着
 

が
大
切
」
と
語
っ
た
。
二
れ
は
そ
 

の
概
略
で
あ
る
。
 

瘍
の
1
.
像
診
断
日
本
大
 

学
放
射
線
！
：
学
教
室
武
 

藤
晴
臣
 

V
仝
駿
河
台
口
木
大
7
 

^
院
黒
羽
隆
夫
 

一
二
.三
〇
〜
一
三
，
0̂
 

4
食
(
休
憩
)
 

世
話
人
会
ェ
̶
ザ
ィ
株
 

式
会
社
本
社
地
下
一
階
 

午
後
の
部
 

一
三
.五
0〜
一
四
.三
〇
 

挨
拶
第
二
十
八
回
放
射
線
 

技
師
部
会
会
長
横
田
浩
雄
 

来
賓
挨
拶
リ
本
消
化
器
集
 

検
学
会
関
東
甲
信
越
世
話
人
 

代
表
市
川
平
三
郎
 

日
本
大
学
放
射
線

学̂
教
室
 

田
中
良
明
 

報
告
技
師
部
会
世
話
人
代
 

表
研
修
委
員
会
研
修
委
員
 

長
 

表
彰
市
川
賁
、
技
術
賞
 

^
会
東
京
医
大
霞
ケ
浦
病
 

院
海
老
根
精
一
一
 

1與
1̂

 
一 0 

^̂
腸
X線
検
査
後
の
造
 

影
剤
排
泄
に
つ
い
て
 

社
会
保
険
八
王
子
健
康
 

狞
理
セ
ン
タ
︱
福
田
 

検̂
査
説
叫

紙̂
を
考
え
 

る
私
立
学
校
教
職
：
口
；
 

山
崎
稚
代
 

五
〜
一
六
.三
〇
 

題
V
 

(
財
)
栃
木
県
保
健
 

衛
生
事
業
団
高
撟
清
 

士
^
 

当̂
施
設
の
車
検
診
に
お
 

け
る
粉
未
バ
リ
ウ
ム
の
 

導
入
(
報
告
I
》
 

(
財
)
群
馬
県
健
康
づ
く
 

り
財
団
引
山
輝
久
 

1̂11問
接
X線
与
真
に
お
 

け
る
前
壁
一
一
重
造
影
の
 

検

討

(
財

)
東

京

都

が
 

ん
検
診
セ
ン
タ
︱
吉
 

田
弘
志
 

過̂
去
一
一
年
間
に
お
け
る
 

確
定
胃
が
ん
間
接
フ
ィ
 

ル
ム
を
見
直
し
て
の
問
 

題
点
茨
城
県
総
合
検
 

診
協
会
鬼
沢
利
夫
 

驗
 

鼻
教
育
講
演
び
 

31；
造
影
像
の
良
否
と
バ
 

リ
ウ
ム
造
影
剤
，
発
泡
 

剤
の
関
係
慶
応
義
塾
 

大

学

病

院

佐

藤

忠
 

司
会
国
立
が
ん
セ
ン
タ
 

︱
中
丸
病
院
加
藤
博
 

之
 

い
さ
つ
 

長

(
財

)
群

馬

県
 

く
リ
財
1
：
加
藤
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二
十
日
，
東
京
)
の
パ
 

り
て
の
消
化
胃
集
検
は
 

阮
が
ん
検
診
セ
ン
タ
︱
 

お
者
の
二
︱
ズ
は
多
様
 

水
口
を
左
右
す
る
。
そ
の
 

れ
ば
な
ら
な
い
」
。
こ
 

者
数
の
比
率
に
お
い
て
も
、
四
 

年
間
に
四
〇
ぉ
の
減
少
と
な
つ
 

て
お
り
、
胃
と
同
様
、
受
診
:̂の
 

固
定
化
が
顕
著
と
な
っ
て
い
 

る
。
こ
の
よ
う
な
初
回
受
診
率
 

の
低
下
は
、
検
診
企
画
と
一
次
 

検
診
に
お
け
る
受
診
勧
奨
の
問
 

題
点
と
考
え
ら
れ
る
。
 

当
セ
ン
タ
ー
の
大
腸
が
ん
検
 

診
は
免
疫
学
的
便
潜
血
反
応
一
 

日
法
の
一
群
と
間
接
注
腸
法
を
 

受
け
る
一
一
群
に
分
け
て
行
っ
て
 

い
る
。
一
群
は
平
成
六
年
度
か
 

ら
老
健
法
に
基
づ
く
一
一
日
法
に
 

切
り
替
え
て
い
る
。
 

簡
単
な
便
検
査
か
ら
の
一
群
 

は
間
接
注
腸
受
診
率
が
七
六
，
 

九
お
と
低
い
の
に
反
し
、
注
腸
 

か
ら
内
視
鏡
に
よ
る
精
検
を
受
 

診
す
る
者
は
九
四
.六
お
、
一
一
群
 

で
は
九
六
，
三
Xと
き
わ
め
て
 

高
く
、
便
潜
血
の
み
の
検
診
で
 

は
脱
落
者
が
多
い
。
 

こ
れ
は
検
査
に
対
し
て
の
不
 

安
や
検
診
本
米
の
意
味
を
理
解
 

し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
脱
落
 

し
て
い
く
こ
と
が
、
以
前
当
施
 

設
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
︱
ト
か
 

ら
判
明
し
て
い
る
た
め
、
一
次
、
 

！
一
次
の
検
査
法
の
説
明
に
重
点
 

を
お
い
た
保
健
指
導
が
必
要
で
 

あ
る
。
 

ま
た
受
診
者
の
二
︱
ズ
が
単
 

項
目
の
検
診
か
ら
多
項
目
検
診
 

へ
、
更
に
個
別
検
診
指
向
と
な
 

つ
て
き
た
。
こ
の
意
識
の
変
化
 

が
、
検
診
を
提
供
す
る
側
と
少
 

し
づ
つ
ず
れ
を
生
じ
、
企
画
に
 

効
果
が
み
ら
れ
な
く
な
つ
て
き
 

た
。
そ
こ
で
受
診
者
の
二
︱
ズ
 

を
組
み
入
れ
た
対
策
が
必
要
と
 

な
っ
た
。
 

騰
の
ー
丁
ズ
に
零
 

当
施
設
で
は
消
化
器
以
外
に
 

も
多
項
目
の
検
診
を
実
施
し
て
 

お
り
、
以
前
そ
の
効
果
的
な
受
 

診
方
法
に
つ
い
て
、
組
み
合
わ
 

せ
る
項
目
と
が
ん
発
見
効
率
面
 

よ
り
調
査
し
て
み
た
。
 

男
性
は
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
受
 

け
方
だ
っ
た
が
、
女
性
は
六
〇
 

歳
代
に
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
の
 

た
め
初
回
者
の
発
掘
業
を
目
的
 

に
、
问
日
に
受
診
可
能
な
検
診
 

の
セ
ッ
ト
を
企
画
し
実
施
し
 

た
。
結
果
は
全
項
目
で
初
回
者
 

が
ふ
え
、
が
ん
発
見
効
率
の
良
 

い
年
代
層
に
お
い
て
男
性
受
診
 

者
の
増
加
が
み
ら
れ
た
。
し
か
 

し
、
一
一
年
目
か
ら
は
便
利
な
方
 

法
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
反
 

面
、
逐
年
検
診
者
が

加̂
し
初
 

1：
お
が
減
少
し
て
き
た
。
 

こ
れ
ま
で
は
初
回
受
診
率
、
 

が
ん
発
見
効
率
の
向
上
を
目
的
 

と
す
る
こ
と
で
逐
年
検
診
者
を
 

押
さ
え
る
た
め
の
対
策
を
し
て
 

き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
 

し
自
分
の
健
康
を
維
持
す
る
た
 

め
に
受
診
す
る
も
の
で
あ
り
、
 

そ
の
二
ー
ズ
は
初
回
者
も
逐
年
 

者
も
同
様
と
考
え
た
。
 

そ
こ
で
受
診
者
の
二
 

︱

ズ

に
 

応
え
る
た
め
更
に
新
し
い
企
画
 

が
必
要
と
な
り
、
そ
の
た
め
の
 

一
例
と
し
て
、
一
次
セ
ッ
ト
検
 

診
対
象
外
の
者
や
経
過
観
察
者
 

に
は
、
検
査
の
種
類
に
選
択
性
 

を
も
た
せ
る
一
一
次
セ
ッ
ト
検
診
 

す
。
ガ
ン
を
「
死
に
至
る
病
気
」
 

に
す
る
も
の
、
し
な
い
の
も
、
本
 

入
の
心
が
け
し
だ
い
だ
と
私
は
 

思
っ
て
い
ま
す
。

 

長
々
と
 

引
用
し
た
が
、
こ
れ
が
こ
の
本
 

で
筆
者
が
い
い
た
か
つ
た
こ
 

と
、
ま
た
ガ
ン
対
策
の
「
す
べ
 

て
」
で
は
な
力
ろ
う
力
 

こ
の
本
の
構
成
は
、
六
つ
の
 

パ
1-̂
か
ら
成
つ
て
い
る
。
 

1、
ガ
ン
て
な
ん
だ

 

ガ
 

ン
の
特
徴
 

2
、
ガ
ン
に
な
る
原
因
は
な
 

ん
だ
ろ
う
︱
︱
ガ
ン
発
 

生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
 

3、
ガ
ン
は
ど
こ
ま
で
予
防
 

で
き
る
か
 

4
、
ガ
ン
の
治
療
は
今
 

5、
ガ
ン
死
を
防
ぐ
検

と̂
 

検
査
 

6、
ガ
ン
、
残
さ
れ
た
問
題
 

ガ
ン
の
発
生
か
ら
機

ま̂
で
 

が
、
イ
ラ
ス
ト
を
使
つ
て
誰
に
 

で
も
分
り
や
す
く
書
い
て
あ
 

る
。
と
か
く
こ
の
種
の
本
は
読
 

み
に
く
い
の
が
多
い
が
、
こ
の
 

本
は
さ
す
が
に
実
地
医
家
の
本
 

だ
け
に
抵
抗
な
く
読
め
る
-

ガ
ン
の
特
徴
の
部
分
で
 

ガ
ン
細

は̂
突
然
変
異
に
よ
つ
 

て
生
ま
れ
た
細
胞
で
あ
り
、
と
 

ど
ま
る
こ
と
な
く
増
え
続
け
 

る
。
そ
し
て
そ
の
組
織
自
体
を
 

異
常
な
組
織
に
変
え
て
し
ま
 

う
。
さ
ら
に
転
移
し
て
、
そ
こ
で
 

问
じ
性
質
の
悪

踵̂
甚
を
つ
く
 

る
 

と
、
ガ
ン
発
生
の
メ
カ
 

二
ズ
ム
か
ら
転
移
ま
で
を
述
べ
 

て
い
る
。
 

発
ガ
ン
物
質
の
項
で
は
、
た
 

と
え
ば
肺
ガ
ン
は
タ
パ
コ
を
吸
 

う
人
と
吸
わ
な
い
入
で
は
、
そ
 

の
罹
患
率
に
歴
然
と
し
た
差
が
 

あ
る
こ
と
が
さ
な
ざ
ま
な
デ
︱
 

タ
か
ら
は
つ
き
り
と
わ
か
つ
て
 

い
ま
す
。
ガ
ン
は
、
タ
パ
コ
を
吸
 

う
入
で
も
吸
わ
な
い
入
で
も
、
 

年
齢
と
と
も
に
増
え
て
き
ま
す
 

が
、
吸
う
入
は
吸
わ
な
い
入
の
 

十
倍
以
ヒ
も
肺
ガ
ン
の
リ
ス
ク
 

が
高
く
な
つ
て
い
ま
す
。
そ
し
 

て
、
「
肺
ガ
ン
だ
け
で
な
く
あ
ら
 

ゆ
る
ガ
ン
の
危
険
因
子
、
お
を
 

(
夫
を
)
愛
す
る
な
ら
^
烛
し
 

て
ほ
し
い
、
と
呼
び
か
け
て
い
 

ま
9̂
 当

然
な
が
ら
告
知
の
問
題
に
 

も
ふ
れ
て
い
る
。
早
期
ガ
ン
で
 

あ
れ
ば
、
完
全
に
治
る
と
い
う
 

自
信
を
患
者
さ
ん
に
与
え
る
こ
 

と
に
よ
っ
て
、
患
者
さ
ん
は
治
 

療
に
積
極
的
、
協
力
的
に
な
り
、
 

治
療
も
非
常
に
や
り
や
す
く
な
 

り
ま
す
。
︱
︱
そ
し
て
末
期
に
 

近
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
-あ
と
 

ど
れ
だ
け
生
き
ら
れ
る
の
か
と
 

い
う
、
予
後
の
告
知
の
問
題
も
 

出
て
き
ま
す
。
後
者
は
い
っ
そ
 

う
深
刻
で
す
。
そ
の
場
に

而̂
 

し
て
苦
悩
し
な
い
医
師
は
い
な
 

い
と
思
い
ま
す
。
と
、
「
医
師
の
 

苦
渋
」
も
、
九
十
直
に
述
べ
て
い
 

る
。
 

こ
の
ほ
か
、
タ
︱
ミ
ナ
ル
.ケ
 

ァ
と
ホ
ス
ピ
ス
問
題
に
も
ふ
れ
 

て
い
る
。
 

が
ん
に
つ
い
て
知
り
た
い
 

方
々
に
一
読
を
奨
め
た
い
。
 

(
新
星
出
版
社
、
千
三
百
円
、
 

神
保
勝
一
著
)
 

受
診
者
を
中
心
に
 

第
三
十
四
回
日
本
消
化
器
集
検
学
会
(
四
月
 

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
二
十
|
世
紀
に
向
は
 

如
何
に
あ
る
べ
き
か
」
で
、
横
浜
市
立
市
民
病
&
 

玉
置
扶
美
代
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
受
"
 

で
あ
る
。
こ
れ
に
ど
う
応
え
る
か
が
検
診
の
成
一
 

た
め
保
健
婦
は
魅
力
あ
る
検
診
を
企
画
し
な
け
 

れ
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

の
関
わ
り
を
表
に
し
た
も
の
で
 

あ
る
。
保
健
婦
は
企
画
か
ら
精
 

度
管
理
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
 

れ
に
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
 

る
。
検
診
本
来
の
意
味
を
理
解
 

し
た
う
え
、
検
診
の
流
れ
を
考
 

慮
し
、
常
に
受
診
者
を
屮
心
に
 

お
い
て
関
わ
る
こ
と
が
大
切
で
 

あ
る
。
 

一
一
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
消
 

化
器
集
検
に
お
け
る
保
健
婦
の
 

あ
り
方
に
つ
い
て
-
当
セ
ン
タ
 

1を
例
に
と
り
保
健

の̂
役
割
 

を
述
べ
て
み
た
い
。
 

消
化
器
が
ん
の
死
亡
者
数
の
 

指
数
を
国
と
横
浜
市
と
で
比
較
 

し
て
み
る
と
、
全
国
の
胃
が
ん
 

は
変
化
が
少
な
い
が
、
横
浜
市
 

の
胃
が
ん
は
壻
加
し
つ
つ
あ
 

る
。
大
腸
、
肝
胆
陴
は
全
国
的
に
 

大
幅
な
増
加
傾
，
！
：
に
あ
る
が
、
 

横
浜
市
は
そ
れ
を
更
に
上
回
つ
 

て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
 

て
.
早
期
発
見
を
目
的
と
す
る
 

検
診
は
意
義
が
大
き
く
、
人
々
 

を
検
診
に
結
び
つ
け
る
保
健
婦
 

の
役
割
は
重
大
と
考
え
る
。
 

1；
は
検
診
受
診
者
と
保
健
婦
 

多
項
目
望
む
受
診
者
 

わ
れ
わ
れ
の
施
設
検
診
を
例
 

に
、
当
施
設
の

状̂
と
II題
点
 

お
よ
び
対
策
に
つ
い
て
、
保
健
 

婦
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
将
来
 

の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
る
。
 

胃
が
ん
検
診
の
受
診
者
数
と
 

初
回
受
診
率
の
推
移
を
み
る
 

と
、
受
診
者
数
に
大
き
な
変
動
 

は
み
ら
れ
な
い
が
、
初
问
受
診
 

率
が
確
実
に
低
下
し
て
き
て
い
 

る
。
肝
胆
咩
検
診
の
初
：
1！
受
診
 

保
健
婦
研
修
の
日
程
決
る
 

七
月
一
一
十
七
、
八
の
両
曰
 

こ
と
し
の
保
健
婦
研
：

は̂
、
 

七
月
一
一
卜
七
(
木
)
、
一
一
十
八
リ
 

(金
)の
両
0、
1：
ケ
が
ん
セ
ン
 

タ
︱
国
際
研
究
交
流
会
館
で
開
 

か
れ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
 

よ
う
に
決
っ
た
。
 

第
一
日
(
一
一
十
ヒ
リ
)
 

九
，
三
〇
〜
 

一
0 ，
〇
0
 

受
付
-オ
リ
エ
ン
テ
̶
シ
ョ
 

「
消
化
器
集
団
検
診
の
现
状
 

と

動

向

」

か

ら
 

講
師
国
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
 

名
誉
院
&
市
川
平
三
 

一
三
，
〇
0〜
一
六
，
〇
〇
 

「
衛
牛
教
育
の
践̂
」
 

帰
 

パ
保
 会

 

立
口
 

発
表
者
 

1

 
：

2 丁
丁
東
京
中
央
健
康
 

管
理
セ
ン
タ
︱
别
総
：
8
 

長
ヒ
野
美
智
子
 

.荒
川
区
が
ん

防̂
セ
ン
 

タ
I
管
理
係
竹
林
章
 

子
 

.
口
本
女
や
大
学
公
衆
衛
 

生
学
教
授
浅
野
牧
繁
 

第
一
一
曰
(
一
一
十
八
日
)
 

九
，
〇
〇
〜
一
〇
，
三
〇
 

「
お
新
の
が
ん
疫
7怙
」̂
 

講
師
国
立
が
ん
セ
ン
タ
I
 

疫

学

部

長

渡

辺

昌
 

一
0.四
五
〜

 

一
二
.
四
五
 

「
女
性
の
健
康
と
喫
煙
」
 

講
師
赤
羽
保
健
所
サ
̶
ビ
 

ス
課
&
斉
藤
麗
子
 

一
三
，
三
〇
〜
一
五
，
三
〇
 

「
肺
癌
検
診
の

新̂
怙
報
」
 

講
師
多
摩
が
ん
検
診
セ
ン
 

タ
，
'呼
吸
&科
お
長
 

松

岛

袠
 

漏
，
1̂1̂111滅
 

令
^
 -リ
：'-

さ
お
お
き
.̂
き
^

 
^
 ̂ 

ガ
ン
に
は
だ
れ
し
も
が
な
リ
 

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ガ
 

ン
の
ほ
う
で
は
入
を
選
び
ま
せ
 

ん
。
む
し
ろ
長
生
き
す
れ
ば
、
必
 

ず
ん
に
〕
貝
が
ガ
ン
に
な
る
と
考
え
 

た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
 

ん
。
そ
こ
で
「
ガ
ン
で
死
な
な
 

い
」
た
め
に
は
早
期
診
断
、
早
期
 

治
療
が
必
須
と
い
う
こ
と
に
な
 

リ
ま
す
。
ガ
ン
に
か
か
る
の
が
 

怖
い
か
ら
、
ガ
ン
と
い
わ
れ
る
 

の
が
怖
い
か
ら

師̂
に
診
て
も
 

ら
わ
な
い
。
検
診
を
受
け
な
い
 

と
い
う
の
で
は
主
客
転
倒
で
 

つ
編
集
委
員
 

東
京
都
江
〃
川
区

師̂
会
 

神

保

勝

一
 

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
︱
 

林

 

學
 

茨
城
県
総
合
健
診
協
会
 

迫
田
曰
曰
文
 

千
葉
県
対
が
ん
協
会
 

高

田

貞

市
 

調
布
市
役
所
小
林
ユ
キ
子
 

厚
生
連
長
岡
中
央
総
合
病
院
 

原

敬

治
 

東
京
都
予
防
医
学
協
会
 

福
田
ジ
ュ
ン
 

神
奈
川
県
予
防
医
学
協
会
 

鈴

木

信

吾
 

東
京
都
立
墨
東
病
院
 

大

槻

清

孝
 

"東
京
総
合
病
院
 

罾

渡

辺

靖
 

五
四
億
円
。
か
れ
き
の

理̂
、
社
 

会
福
祉
施
設
の
災
害
復
旧
、
老
 

人
ホ
︱
ム
入
所
者
等
の
対
応
な
 

ど
。
 

②
防
災
対
策
は
、
こ
ん
ど
の
 

大
震
災
を
教
訓
と
し
た
耐
震
強
 

化
な
ど
三
項
目
三
七
四
億
円
。
 

③
医
療
、
福
祉
分
野
の
情
報
 

化
推
進
、
厚
生
科
学
、
福
祉
の
基
 

礎
的
研
究
の
一
一
項
目
で
八
九
傯
 

編

集

後

記
 

新
薬
開
発
の
臨
床
試
験
で
、
 

国
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
は
、
説
明
.
 

同
意
と
も
文
書
で
と
る
、
と
決
 

め
四
月
か
ら

施̂
し
た
。
 

他
の

療̂
機
関
へ
の
影
響
も
 

大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
 

X

 
X
 
X
 
X
 

図
害
室
は
「
ガ
ン
は
治
る
か
 

治
せ
る
か
」
(
神
保
勝
一
著
)
に
 

し
た
。
ガ
ン
に
つ
い
て
、
分
り
易
 

く
、
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
、
書
か
れ
 

て
い
る
。
一
読
を
奨
め
た
い
。
 

(
水
嵝
)
 

の
検
討
を
す
る
等
、
一
次
、
二
次
 

検
討
と
も
に
時
代
に
合
っ
た
内
 

容
の
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
 

る
。
 

保
健
婦
が
新
し
い
企
画
を
 

受
診
者
の
一
番
身
近
に
い
る
 

保
健
婦
は
、
そ
の
二
 

︱
ズ
を
察
 

知
し
そ
れ
を
効
果
的
に
活
川
し
 

て
、
魅
力
的
な
検
診
を
企
画
す
 

る
た
め
の
努
力
を
し
て
い
く
こ
 

と
が
、
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ
 

た

役

割

と

考

え

る

。

0
 

平
成
七
年
度
第
一
次
補
正
予
 

算
案
は
五
月
十
五
日
、
閣
議
決
 

定
し
た
。
厚
生
省
関
係
は
三
-〇
 

一
三
億
円
で
あ
る
。
 

①
阪
神
，
淡
路
震
災
関
係
一
一
 

高
圃
質
 

し
力
も
"秒
処
理
. 

間
接
撮
影
画
像
の
 

質
的
変
革
 

富
士
メ
デ
ィ
カ
ル
イ
メ
 

I
ジ
ン
グ
フ
イ
ル
ム
 

V︱
-ド
《
新
登
場
 


